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安
長
嵐
ヶ
鼻

　

無
駄
安
留
記
下
巻
の
は
じ
め
に
出
て
く
る
項
目
は
、
ま
ず
次
の
よ
う
に
は
じ
ま

る
。

　
　

高
草
郡　

安
長
嵐
ヶ
鼻

　
　
　

今
雁
津
と
云
。
徳
吉
昔
ハ
鶴
田
ト
云
邨
。

　

現
代
語
訳
す
る
と
、﹁
安
長
の
嵐
ヶ
鼻
は
今
、
雁
津
と
い
う
。
徳
吉
は
、
昔
は
鶴

田
と
い
う
村
で
あ
っ
た
﹂
と
な
る
。

　
﹁
安
長
﹂
と
は
安
長
村
の
こ
と
で
、
千
代
川
改
修
以
前
は
秋
里
村
の
南
、
千
代
川

西
岸
に
位
置
し
て
い
る
。
こ
の
村
に
つ
い
て
﹃
鳥
取
県
の
地
名
﹄
に
は
、﹁
千
代
川

の
同
街
道
安
長
渡
近
く
に
集
落
﹂
と
あ
り
、﹃
寛
文
大
図
﹄
を
み
る
と
、
嵐
ヶ
鼻
土

手
の
北
側
に
集
落
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　
﹁
雁
津
﹂
は
雁
津
村
の
こ
と
で
、
安
長
村
の
南
側
に
位
置
す
る
村
で
あ
る
。﹁
寛
文

大
図
﹂
に
は
、﹁
雁
津
河
原
﹂
と
記
さ
れ
、﹃
鳥
取
県
の
地
名
﹄
に
は
、﹁
西
接
す
る

徳
吉
村
の
古
地
が
か
つ
て
鶴
田
村
と
称
し
た
の
に
対
称
さ
せ
て
亀
井
茲
矩
が
命
名
し

た
﹂
と
あ
る
。

　
﹁
徳
吉
﹂
と
は
徳
吉
村
の
こ
と
で
、
雁
津
村
の
西
側
に
位
置
す
る
。
徳
吉
村
が

﹁
昔
は
鶴
田
と
い
う
村
﹂
と
い
う
点
は
次
の
よ
う
な
史
料
か
ら
そ
の
意
味
を
理
解
で

き
る
。
ま
ず
、﹃
寛
文
大
図
﹄
に
嵐
ヶ
鼻
角
に
描
か
れ
た
城
郭
の
部
分
に
﹁
徳
吉
将

監
住
ス
﹂﹁
町
跡
﹂﹁
鶴
田
村
﹂
な
ど
と
あ
り
、﹃
因
幡
志
﹄
に
は
こ
こ
が
﹁
本
徳
吉
﹂

と
よ
ば
れ
、
築
城
で
村
が
移
転
し
た
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
徳
吉
村
が
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移
転
す
る
以
前
は
、
鶴
田
村
の
あ
た
り

が
徳
吉
村
に
あ
た
る
と
い
う
こ
と
に
な

る
だ
ろ
う
。
無
駄
安
留
記
の
作
者
は
、

こ
の
点
を
指
摘
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。

　

嵐
が
鼻
土
手
は
、
千
代
川
西
岸
の
土

手
の
こ
と
で
あ
る
。
集
落
南
側
に
東
西

に
わ
た
っ
て
土
手
が
築
か
れ
、
西
端
の

嵐
ヶ
鼻
で
南
西
に
屈
曲
し
て
徳
吉
村
に

至
っ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
そ
の
嵐
ヶ
鼻
に
つ
い
て
﹃
寛

文
大
図
﹄
を
見
て
い
く
と
﹁
土
手
の
南

側
を
流
れ
る
﹁
古
川
﹂
は
野
坂
川
の
旧

河
道
で
、
徳
尾
村
か
ら
東
進
し
て
古
海

村
で
千
代
川
に
合
流
す
る
江
戸
時
代
の

流
路
は
、
亀
井
茲
矩
が
高
草
郡
の
領
主
の
と
き
切
開
か
れ
た
﹂︵﹃
鳥
取
県
の
地
名
﹄）

と
い
う
点
が
確
認
で
き
る
。

　

現
在
東
西
の
土
手
に
つ
い
て
は
そ
の
残
存
部
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
が
︵
写
真

右
）、
嵐
ヶ
鼻
か
ら
南
西
に
屈
曲
し
て
南
西
方
面
の
土
手
は
残
存
部
分
を
見
る
こ
と

が
で
き
な
か
っ
た
︵
写
真
下
）。
ま
た
、﹃
因
幡
志
﹄
徳
吉
村
の
項
目
に
は
﹁
天
馬

畷
﹂
と
し
て
次
の
よ
う
な
説
明
が
あ
る
。

　

村
の
北
嵐
が
鼻
の
土
手
の
中
程
よ
り
布
施
へ
十
八
町
正
直
に
通
り
た
る
道
の

名
也
。
昔
布
勢
城
下
の
時
東
口
の
街
道
に
て
能
作
り
た
る
道
と
云
へ
り
。
又
此

街
道
に
亀
の
甲
石
橋
と
て
名
あ
る
橋
あ
り
。

　

こ
の
土
手
沿
い
か
ら
天
神
山
城
に
か
け
て
の
道
は
、
戦
国
時
代
に
、
東
口
の
街
道

と
し
て
機
能
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

無
駄
安
留
記
に
は
、
嵐
ヶ
鼻
に
つ
い
て
次
の
よ
う
な
和
歌
が
記
さ
れ
て
い
る
。

あ
し
引
の
嵐
が
は
な
は
名
の
み
に
て　

ふ
り
敷
も
の
は
雪
計
な
り　
　
　

　
　
　
　
　
　

　

嵐
が
は
な
の
﹁
は
な
﹂
は
、
地
名
の
嵐
ヶ
鼻
の
︿
鼻
﹀
と
︿
花
﹀
を
掛
け
て
い

る
掛
詞
で
あ
る
。
こ
れ
を
現
代
語
訳
す
る
と
、﹁
嵐
が
は
な
と
い
う
地
名
は
名
ば
か

り
で
、
降
り
し
き
る
も
の
は
雪
ば
か
り
で
あ
る
よ
。︵
花
は
散
っ
て
い
な
い
。）﹂
と

な
る
。
お
そ
ら
く
無
駄
安
留
記
の
作
者

は
、
こ
こ
が
か
つ
て
華
々
し
い
因
幡
の

戦
国
時
代
の
舞
台
と
な
っ
て
い
た
土
地

で
あ
る
が
、
今
や
遠
い
過
去
と
な
っ
た

郷
愁
を
歌
っ
た
よ
う
に
も
思
え
る
。

︵
岡　

千
奈
津
）
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岩
室
村
は
、
江
戸
時
代
の
終
わ
り
頃
に
安
長
・
湖
山
・
賀
露
・
南
隈
の
四
ヵ
村
に

よ
り
開
作
さ
れ
た
村
の
一
つ
で
あ
る
。
現
在
の
鳥
取
県
岩
吉
・
五
反
田
町
付
近
に
あ

た
る
。
村
名
は
、
集
落
東
側
に
位
置
す
る
足
山
村
・
吉
山
村
の
産
土
神
で
あ
る
岩
室

神
社
に
ち
な
ん
で
い
る
。
岩
室
神
社
は
﹃
延
喜
式
﹄
神
名
帳
に
載
っ
て
い
る
﹁
伊イ

ワ

ノ和

神
社
﹂
に
比
定
さ
れ
て
い
る
。﹃
因
幡
志
﹄
に
よ
る
と
、
岩
室
神
社
の
名
前
は
、
神

社
の
敷
地
か
ら
北
西
に
少
し
離
れ
た
と
こ
ろ
に
大
き
な
岩
の
塊
が
あ
り
、そ
れ
が﹁
岩

室
﹂
と
呼
ば
れ
て
い
た
こ
と
に
よ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
明
治
初
年
に
は
現
在
の
伊
和

神
社
と
い
う
名
に
改
め
ら
れ
た
︵
以
上
﹃
鳥
取
県
の
地
名
﹄
に
よ
る
）。

　

無
駄
安
留
記
に
は
、

大
巌
田
圃
の
中
に
在
。
南
の
下
に
小
祠
を
建
て
祭
る
。
是
吉
山
邑
の
氏
神
な
り
。

嘉
永
の
頃
民
屋
を
置
岩
室
村
と
い
ふ
。
此
岩
に
登
れ
ば
一
郡
の
風
景
最
よ
し
。

と
記
載
さ
れ
て
い
る
。
現
代
語
訳
す
る
と
、﹁
大
巌
が
田
圃
の
中
に
あ
る
。
南
の
下

に
祠
を
建
て
て
祭
る
。
こ
れ
は
吉
山
村
の
氏
神
で
あ
る
。
嘉
永
の
頃
、民
家
を
置
き
、

岩
室
村
と
呼
ん
だ
。
こ
の
岩
に
登
る
と
、
高
草
郡
全
体
が
見
渡
せ
て
景
色
は
と
て
も

良
い
。﹂
と
な
る
。

　

無
駄
安
留
記
に
記
載
さ
れ
て
い
る
絵
と
現
在
の
姿
を
比
較
し
て
み
る
と
、
周
り
に

水
田
が
あ
る
と
こ
ろ
は
変
わ
っ
て
お
ら
ず
、
あ
ま
り
大
き
な
違
い
は
な
い
よ
う
に
感

じ
ら
れ
る
。

　

で
は
、
続
い
て
、
岩
室
神
社
・
岩
室
村
と
そ
れ
に
関
わ
る
村
々
の
位
置
を
﹃
因
幡

志
﹄
の
記
述
を
参
考
に
し
て
み
て
い
く

こ
と
に
す
る
。﹃
因
幡
志
﹄
の
吉
山
村

に
つ
い
て
の
記
載
の
項
目
に
岩
室
神
社

に
つ
い
て
の
記
述
が
あ
る
。

氏
神
岩
室
大
明
神
︵
祭
九
月

二
十
五
日
）　

延
喜
式
神
明
帳
之

伊
和
神
社
是
也
。

　

現
代
語
訳
す
る
と
、﹁
氏
神
は
、
岩
室
大
明
神
で
九
月
二
十
五
日
に
祭
事
が
行
わ

れ
た
。
こ
の
岩
室
大
明
神
は
、
延
喜
式
神
名
帳
に
あ
る
伊
和
神
社
の
こ
と
で
あ
る
。﹂

と
な
る
。
ま
た
、
同
じ
く
﹃
因
幡
志
﹄
の
記
載
に
よ
る
と
、﹁
吉
山
村
は
、
安
長
村

と
の
距
離
が
約
八
〇
〇
メ
ー
ト
ル
、
甲
山
村
と
の
距
離
が
約
六
五
〇
メ
ー
ト
ル
あ
っ

た
﹂
と
さ
れ
て
い
る
。

　

次
に
、﹃
鳥
取
県
の
地
名
﹄
の
吉
山
村
の
項
に
は
、﹁
岩
室
村
の
南
に
あ
る
。︵
中
略
）

集
落
の
北
を
伯
耆
街
道
が
通
り
、
安や
す
な
が長

村
か
ら
西
に
進
ん
で
き
た
の
ち
当
村
集
落
の

北
東
で
方
角
を
北
西
に
転
じ
る
。
か
つ
て
は
西
方
足た
り
や
ま山
村
と
一
村
で
あ
っ
た
と
さ
れ

る
︵﹃
因
幡
志
﹄）。﹂
と
あ
る
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
分
か
る
こ
と
を
ま
と
め
て
、
岩
室
村
の
位
置
に
つ
い
て
吉
山
村

を
軸
に
し
て
考
え
る
と
、
吉
山
村
は
、
安
長
村
の
西
方
・
甲
山
村
の
北
方
・
岩
室
村

の
南
方
に
位
置
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
い
え
る
。
こ
れ
は
﹃
寛
文
大
図
﹄︵
1
ペ
ー

岩
室
村
・
岩
室
神
社
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ジ
参
照
）
と
一
致
し
て
い
る
。

　

調
べ
て
い
く
う
ち
に
、
岩
室
村
・
岩
室
神
社
が
ど
う
い
っ
た
と
こ
ろ
に
位
置
し
て

い
た
の
か
と
い
う
こ
と
や
、他
の
村
と
の
関
連
性
な
ど
が
分
か
っ
て
き
た
。
し
か
し
、

一
点
だ
け
疑
問
に
思
う
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
岩
室
村
の
成
立
年
代
に
つ
い

て
で
あ
る
。

　

と
い
う
の
も
、﹃
無
駄
安
留
記
﹄
に
は
﹁
嘉
永
の
頃
﹂
と
記
載
さ
れ
て
い
る
の
に

対
し
て
、﹃
鳥
取
県
の
地
名
﹄
に
は
安
政
四
年
︵
一
八
五
七
）
と
記
載
さ
れ
て
い
る

の
で
あ
る
。
ど
ち
ら
が
正
し
い
の
か
を
、
鳥
取
県
に
つ
い
て
書
か
れ
て
い
る
他
の
文

献
で
検
証
し
て
み
る
こ
と
に
し
た
。

　

ま
ず
、
一
つ
目
の
文
書
と
し
て
﹃
鳥
取
県
の
地
名
﹄
が
依
拠
し
て
い
る
﹃
鳥
取
藩

史　

第
五
巻
﹄
を
見
て
み
る
こ
と
に
し
た
。
こ
の
な
か
の
村
落
表
に
は
、
岩
室
村
の

項
目
に
﹁
安
政
四
年
、
安
長
・
湖
山
・
賀
露
・
南
隈
四
村
ヨ
リ
開
作
﹂
と
あ
り
、
は
っ

き
り
と
安
政
四
年
と
記
載
さ
れ
て
い
た
。

　

続
い
て
、
二
つ
目
の
文
書
と
し
て
、
鳥
取
県
立
博
物
館
所
蔵
の
﹃
安
政
四
年　

在

方
御
改
正
御
用
日
記
﹄
を
調
べ
て
み
る
と
、
七
月
四
日
の
と
こ
ろ
に
次
の
よ
う
に
記

述
が
あ
っ
た
。

湖
山
両
村
分
字
岩
室
と
申
所
え
新
規
出
百
姓
申
付
、
先
拾
八
軒
程
小
屋
懸
ヶ

仕
候
積
ニ
御
座
候
、
然
ル
処
締
合
不
宜
儀
も
御
座
候
ニ
付
、
此
度
御
領
内
限

岩
室
村
と
唱
へ
別
村
え
被
仰
付
候
様
申
上
候

　

但
し
御
聞
届
被
遣
候
ハ
ヽ
、
御
高
物
成
下
札
書
分
ヶ
相
渡
申
候
、
此
段
も
申

上
置
候

　

御
郡
仕
出
し

　

然
は
安
長
・
湖
山
両
村
分
字
岩
室
と
申
所
え
、
新
規
出
百
姓
拾
七
軒
先
達

而
小
屋
懸
住
居
被　

仰
付
置
候
処
締
合
不
宜
儀
も
有
之
ニ
付
、
先
御
領
内
限
岩

室
村
と
唱
へ
、
別
村
え
被　

仰
付
候
間
、
左
様
相
心
得
、
此
旨
可
被
申
渡
候
、

依
而
右
人
別
之
内
村
役
人
取
極
名
前
可
被
申
達
候
、
右

　

猶
以
右
拾
七
軒
之
者
共
、
岩
室
村
え
新
根
帳
拵
へ
元
村
之
根
帳
面
は

夫
々
為
消
可

　
　

被
申
候
、
以
上

　

こ
の
記
述
よ
り
﹁
安
長
・
湖
山
・
賀
露
・
南
隈
の
四
村
か
ら
新
し
く
百

姓
を
入
れ
、
岩
室
村
と
名
付
け
て
一
村
と
し
た
こ
と
﹂﹁
そ
の
こ
と
が
藩
に

認
め
ら
れ
た
日
付
が
安
政
四
年
七
月
四
日
で
あ
っ
た
こ
と
﹂
が
分
か
っ
た
。

　

以
上
、
二
つ
の
文
書
か
ら
読
み
取
れ
る
こ
と
は
、﹁
岩
室
村
は
安
政
四
年
に
岩
室

村
と
名
づ
け
ら
れ
、
一
つ
の
村
と
し
て
藩
が
認
め
た
﹂
と
考
え
ら
れ
る
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。

　

こ
れ
ま
で
、
岩
室
村
・
岩
室
神
社
に
つ
い
て
調
べ
て
み
て
、
位
置
関
係
や

成
立
年
代
に
つ
い
て
は
は
っ
き
り
分
か
る
部
分
も
あ
っ
た
が
、
岩
室
神
社
の
成

立
に
至
る
時
代
背
景
や
歴
史
的
背
景
な
ど
に
つ
い
て
は
分
か
ら
な
い
こ
と
が
多

か
っ
た
。

︵
前
島　

一
枝
）

　

一
、
左
之
趣
去
月
廿
七
日
御
家
老
中
え

申
達
候
処
、
直
ニ
御
聞
届
相
済
候
ニ
付
、

高
草
郡
御
郡
役
え
御
郡
奉
行
安
藤
惣
右
衛

門
連
名
、
左
之
通
申
遣
し
候
事

　

高
草
郡
安
長
・
湖
山
・
賀
露
・
南
隈
右

四
ヶ
村
傍
示
境
之
田
畑
右
何
れ
之
村
々
よ

り
も
相
遠
く
、
開
作
行
届
不
申
年
々
致
違

作
候
ニ
付
、
右
田
畑
為
手
入
、
右
安
長
・
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吉
備
大
臣
廟
（
加
路
社
）

　

加
路
社
は
現
在
賀
露
神
社
と
呼
ば
れ
て
い
る
神
社
の
こ
と
で
あ
る
。
現
在
鳥
取
市

賀
露
町
北
一
丁
目
に
位
置
し
て
い
る
。
賀
露
は
、﹃
鳥
取
県
の
地
名
﹄
に
よ
る
と
、

こ
れ
ま
で
に
さ
ま
ざ
ま
な
漢
字
で
表
記
さ
れ
て
い
た
。

　
﹁
三
代
実
録
﹂
貞
観
三
年
︵
八
六
一
）
一
〇
月
一
六
日
条
に
﹁
賀
露
神
﹂
が

み
え
、
鎌
倉
時
代
末
期
成
立
の
因
幡
堂
薬
師
縁
起
︵
東
京
国
立
博
物
館
蔵
）
に

﹁
賀
留
津
﹂、
天
正
九
年
︵
一
五
八
一
）
と
推
定
さ
れ
る
三
月
二
〇
日
の
吉
川
経

家
書
状
︵
吉
川
家
文
書
）
に
﹁
加
路
﹂
と
あ
る
。
寛
文
大
図
︵
倉
田
八
幡
宮
蔵
）

に
は
﹁
軽
村
﹂
と
み
え
る
。
江
戸
時
代
を
通
じ
て
加
路
・
賀
路
な
ど
の
表
記
が

み
ら
れ
、
船
手
役
所
関
係
の
史
料
で
は
村
自
体
も
賀
露
︵
加
路
）
浦
と
よ
ば
れ

て
い
る
。

と
あ
る
よ
う
に
、
そ
の
時
々
で
異
な
っ
た
表
記
を
用
い
て
﹁
か
ろ
﹂
を
表
記
し
て
い

た
の
で
、
文
献
に
よ
っ
て
﹁
か
ろ
﹂
の
表
記
が
違
う
場
合
が
あ
っ
た
。

　

無
駄
安
留
記
を
見
て
み
る
と
、
加
路
社
の
境
内
の
様
子
が
、
次
の
よ
う
に
記
述
さ

れ
て
い
る
。

　
　

社
頭
松
樹
塩
風
に
馴
て
曲
折
て
最
面
白
し
。

加
路
浦　
吉
備
大
臣
廟　

現
代
語
に
訳
す
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

　
﹁︵
加
路
社
の
）
社
殿
の
あ
た
り
に
あ
る
松
の
木
々
は
潮
風
に
吹
か
れ
る
の
が
常
で

あ
る
の
で
、
折
れ
曲
が
っ
て
本
当
に
趣
が
あ
る
。﹂

　

こ
の
文
を
見
る
と
、
加
路
社
に
は
松
の
木
々
が
あ
っ
て
、
そ
の
松
は
潮
風
が
常
に

吹
く
の
で
折
れ
曲
が
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。
そ
し
て
、
無
駄
安
留

記
の
中
に
あ
る
加
路
浦
の
絵
︵﹁
加
路
浦　

鳥
が
嶋
﹂）
に
は
加
路
社
が
﹁
加
路
祠
﹂

と
し
て
描
か
れ
て
い
る
が
、
そ
こ
に
も
松
ら
し
き
木
が
生
え
て
い
る
こ
と
が
見
て
取

れ
る
。
実
際
に
賀
露
神
社
に
行
っ
た
と
き
に
松
の
木
を
見
て
み
た
。
そ
う
す
る
と
、

潮
風
が
吹
い
て
く
る
海
側
と
は
反
対
方

向
に
松
の
木
が
曲
が
っ
て
お
り
、
無
駄

安
留
記
の
中
に
記
述
さ
れ
て
い
た
よ
う

な
趣
の
あ
る
松
の
木
が
今
も
残
っ
て
い

た
。

　

そ
の
無
駄
安
留
記
に
描
か
れ
て
い
る

加
路
社
の
絵
だ
が
、
今
回
の
調
査
で
、

絵
と
同
じ
構
図
で
現
在
の
賀
露
神
社
を

撮
影
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
の
こ
と

か
ら
、
無
駄
安
留
記
に
描
か
れ
た
加
路

社
と
現
在
の
賀
露
神
社
は
同
じ
場
所
に

建
っ
て
お
り
、
賀
露
神
社
の
鳥
居
も
無

駄
安
留
記
に
描
か
れ
て
い
る
加
路
社
の



い
る
た
め
、
式
外
の
神
社

と
い
う
こ
と
も
記
載
さ
れ

て
い
た
。
ま
た
、
因
幡
の

国
司
平
時
範
の﹃
時
範
記
﹄

に
も
賀
露
神
社
の
こ
と
が

載
っ
て
い
る
。
そ
こ
に
は
、

康
和
元
年
︵
一
〇
九
九
）

二
月
二
六
日
、﹁
宇
倍
社
、

坂
本
社
、
三
嶋
社
、
賀
露

社
、
服
部
社
、
美み

た

に歎
社
﹂

と
い
う
順
に
参
拝
し
た
こ

と
が
記
述
さ
れ
て
お
り
、

そ
の
当
時
か
ら
賀
露
神
社

は
因
幡
有
数
の
神
社
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
︵﹃
賀
露
神
社
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
﹄）。

　

そ
の
賀
露
神
社
に
は
、
大お
お
や
ま
ず
み

山
祗
命
・
吉き

び

の

ま

き

び

備
真
備
命
・
猿さ
る

田だ

彦ひ
こ

命
・

木こ
の
は
な花

咲さ

く

や耶
姫ひ
め

命
・
武た
け

甕み
か

槌づ
ち

命
の
五
神
が
祭
神
と
し
て
祀
ら
れ
て
い
る
が
、

そ
の
う
ち
主
祭
神
の
大
山
祗
命
は
山
の
神
で
あ
る
。
し
か
し
、
賀
露
地

区
は
海
の
幸
が
豊
か
な
地
区
で
あ
る
。
そ
れ
な
の
に
、
賀
露
神
社
が
山

の
神
で
あ
る
大
山
祗
命
を
主
祭
神
と
し
て
い
る
の
は
な
ぜ
な
の
か
、
そ

の
理
由
を
﹃
鳥
取
県
神
社
誌
﹄
は
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。

　

大
昔
、
賀
露
︵
加
路
）
村
は
一
面
砂
浜
で
樹
木
が
あ
ま
り
育
た
ず
、

潮
風
の
せ
い
で
農
業
が
う
ま
く
い
か
な
か
っ
た
た
め
、
山
林
・
田
畑
の

守
護
神
で
あ
る
大
山
祗
命
の
分
霊
を
伊
豆
の
国
︵
静
岡
県
）
の
三
島
神

社
︵
一
説
に
は
、
伊
予
の
国
︵
愛
媛
県
）
の
大
三
島
神
社
）
よ
り
賀
露

�
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鳥
居
と
ほ
ぼ
同
じ
場
所
に
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
周
り
の
風
景
は
、
無
駄
安
留
記

の
中
の
当
時
の
風
景
と
は
変
わ
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
が
、
神
社
自
体
は
今
も
変
わ
ら

ず
そ
の
場
所
に
存
在
し
て
お
り
、
過
去
が
現
在
ま
で
受
け
継
が
れ
て
い
る
と
い
う
こ

と
を
実
感
で
き
た
。

　

無
駄
安
留
記
以
外
で
は
、﹃
鳥
取
県
の
地
名
﹄
に
は
、

　

千
代
川
の
旧
河
道
左
岸
、
鳥
取
港
南
西
の
砂
丘
上
に
あ
る
。
祭
神
は
大
山
祗

命
・
吉
備
真
備
命
・
猿
田
彦
命
・
木
花
咲
耶
姫
命
・
武
甕
槌
命
。
境
内
社
と
し

て
水
戸
神
社
・
船
玉
神
社
が
あ
る
。
旧
県
社
。
創
建
年
代
は
未
詳
。

　
﹁
三
代
実
録
﹂
に
よ
れ
ば
、﹁
賀
露
神
﹂
は
貞
観
三
年
︵
八
六
一
）
一
〇
月

一
六
日
に
正
六
位
上
か
ら
従
五
位
下
に
叙
せ
ら
れ
、
同
一
六
年
五
月
一
一
日
に

従
五
位
上
、
元
慶
元
年
︵
八
七
七
）
六
月
二
八
日
に
正
五
位
下
、
同
年
一
二
月

一
四
日
に
従
四
位
下
、
同
二
年
一
一
月
一
三
日
に
従
四
位
上
と
な
っ
て
い
る
。

と
書
か
れ
て
お
り
、﹁
賀
露
神
﹂
が
急
速
に
昇
階
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
は
、

日
本
海
交
通
の
要
衝
地
に
鎮
座
す
る
神
で
あ
っ
た
こ
と
に
起
因
し
て
い
る
か
も
し
れ

な
い
と
﹃
鳥
取
県
の
地
名
﹄
に
記
述
し
て
あ
り
、
加
路
社
が
重
要
な
神
社
で
あ
っ
た

と
い
う
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
ま
た
、
同
じ
く
﹃
鳥
取
県
の
地
名
﹄
に
よ
れ
ば
、
賀

露
神
社
は
﹁
江
戸
時
代
に
は
賀
露
︵
加
露
・
加
路
）
大
明
神
ま
た
は
吉き

び備
大
明
神
と

よ
ば
れ
た
﹂
が
、明
治
初
年
に
賀
露
神
社
と
改
称
し
て
現
在
に
至
っ
て
い
る
と
い
う
。

　

ま
た
こ
の
他
に
も
、﹃
因
幡
志
﹄
に
、
加
露
神
社
は
加
露
村
の
湊
み
な
と
ぐ
ち口

沙す
な

漠お
か

の
山
の

上
に
あ
り
、﹃
三
代
実
録
﹄
と
い
う
平
安
時
代
の
歴
史
書
に
記
載
さ
れ
て
い
る
宮
社

だ
と
い
う
こ
と
が
載
っ
て
い
た
。
さ
ら
に
同
書
に
は
、
神
社
と
そ
の
祭
神
の
名
を
記

し
た
﹃
延
喜
式
神
名
帳
﹄
と
呼
ば
れ
る
、
朝
廷
か
ら
祈
と
し
ご
い
の
ま
つ
り

年
祭
の
奉
幣
に
あ
ず
か
る

三
一
三
二
座
の
祭
神
と
二
八
六
一
の
神
社
が
登
載
さ
れ
て
い
る
帳
簿
か
ら
は
漏
れ
て

い
る
た
め
、
式
外
の
神
社

と
い
う
こ
と
も
記
載
さ
れ

て
い
た
。
ま
た
、
因
幡
の

国
司
平
時
範
の﹃
時
範
記
﹄

に
も
賀
露
神
社
の
こ
と
が

載
っ
て
い
る
。
そ
こ
に
は
、

康
和
元
年
︵
一
〇
九
九
）

二
月
二
六
日
、﹁
宇
倍
社
、

坂
本
社
、
三
嶋
社
、
賀
露

社
、
服
部
社
、
美み

た

に歎
社
﹂

と
い
う
順
に
参
拝
し
た
こ

と
が
記
述
さ
れ
て
お
り
、

そ
の
当
時
か
ら
賀
露
神
社

は
因
幡
有
数
の
神
社
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
︵﹃
賀
露
神
社
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
﹄）。

　

そ
の
賀
露
神
社
に
は
、
大お
お
や
ま
ず
み

山
祗
命
・
吉き

び

の

ま

き

び

備
真
備
命
・
猿さ
る

田だ

彦ひ
こ

命
・

木こ
の
は
な花

咲さ

く

や耶
姫ひ
め

命
・
武た
け

甕み
か

槌づ
ち

命
の
五
神
が
祭
神
と
し
て
祀
ら
れ
て
い
る
が
、

そ
の
う
ち
主
祭
神
の
大
山
祗
命
は
山
の
神
で
あ
る
。
し
か
し
、
賀
露
地

区
は
海
の
幸
が
豊
か
な
地
区
で
あ
る
。
そ
れ
な
の
に
、
賀
露
神
社
が
山

の
神
で
あ
る
大
山
祗
命
を
主
祭
神
と
し
て
い
る
の
は
な
ぜ
な
の
か
、
そ

の
理
由
を
﹃
鳥
取
県
神
社
誌
﹄
は
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。

　

大
昔
、
賀
露
︵
加
路
）
村
は
一
面
砂
浜
で
樹
木
が
あ
ま
り
育
た
ず
、

潮
風
の
せ
い
で
農
業
が
う
ま
く
い
か
な
か
っ
た
た
め
、
山
林
・
田
畑
の

守
護
神
で
あ
る
大
山
祗
命
の
分
霊
を
伊
豆
の
国
︵
静
岡
県
）
の
三
島
神

社
︵
一
説
に
は
、
伊
予
の
国
︵
愛
媛
県
）
の
大
三
島
神
社
）
よ
り
賀
露



あ
る
。
脱
衣
塚
は
﹃
因
幡
志
﹄
に
も
﹁
衣
装
塚
﹂
と
し
て
、﹁
神
社
の

辺
に
あ
り
と
縁
起
に
あ
り
。
是
は
吉
備
公
装
束
ぬ
ぎ
捨
て
納
め
玉
へ
る

誌
し
の
塚
と
云
へ
り
。
今
知
る
人
な
し
﹂
と
記
載
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
﹃
賀
露
神
社
﹄
に
は
、
吉
備
真
備
が
入
唐
帰
朝
の
記
念

に
野や

馬ま

台だ
い

詩
と
い
う
漢
詩
を
一
石
一
字
に
書
い
て
、
賀
露
の
地
に
留
め

た
と
伝
え
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
石
が
た
ま
に
賀
露
の
海
底
か
ら
発
見
さ

れ
る
、
と
い
う
こ
と
が
載
っ
て
い
た
。

　

こ
の
よ
う
に
吉
備
真
備
は
賀
露
の
地
と
関
係
の
あ
る
人
物
だ
と
い
う

伝
承
が
あ
り
、
賀
露
の
人
た
ち
に
と
っ
て
な
じ
み
の
あ
る
人
物
だ
と
い

う
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
だ
か
ら
、無
駄
安
留
記
の
作
者
だ
け
で
は
な
く
、

賀
露
の
人
た
ち
も
吉
備
真
備
は
他
の
祭
神
四
神
よ
り
特
別
で
あ
り
、
無

駄
安
留
記
に
も
そ
れ
が
表
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

　

最
後
に
、
無
駄
安
留
記
の
作
者
が
賀
露
神
社
を
詠
ん
だ
歌
に
つ
い
て

記
す
。

　
　

ぬ
か
づ
け
る
き
ね
に
問
ば
や
汐
風
に

　
　
　
　

幾
世
な
れ
て
は
か
ら
か
ろ
の
宮

　

こ
の
歌
の
意
味
は
次
の
よ
う
に
な
る
。

　

額
を
地
に
つ
け
て
祈
っ
て
い
る
巫き

ね覡
︵
神
に
仕
え
る
人
）
に
問
い
た

い
も
の
だ
。
潮
風
に
ど
れ
ほ
ど
長
い
年
月
さ
ら
さ
れ
て
き
た
加
路
の
宮

な
の
か
と
、と
い
う
よ
う
な
意
味
に
な
る
。﹁
ぬ
か
﹂﹁
き
ね
﹂
に
は
﹁
糠
﹂

﹁
杵
﹂
が
掛
け
ら
れ
て
い
る
。
ま
た﹁
か
ら
﹂
に
は
汐
の
縁
語
で
あ
る﹁
辛
﹂

の
意
味
が
ふ
く
ま
れ
て
い
る
。

　

こ
の
歌
や
、
前
述
し
た
加
路
社
の
松
の
木
の
と
こ
ろ
、
ま
た
大
山
祗

�
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の
地
に
移
し
て
祀
っ
た
か
ら
で
は
な
い
か
と
言
わ
れ
て
い
る
。

　

賀
露
神
社
の
主
祭
神
は
大
山
祗
命
で
あ
る
が
、
無
駄
安
留
記
は
賀
露
神
社
を
﹁
吉

備
大
臣
の
廟
﹂
と
呼
ん
で
い
る
。
こ
の
﹁
吉
備
大
臣
﹂
と
は
吉
備
真
備
の
こ
と
で
あ

る
。
吉
備
真
備
は
持
統
天
皇
九
年
︵
六
九
五
）
に
生
ま
れ
宝
亀
六
年
︵
七
七
五
）
に

没
し
た
実
在
人
物
で
、
学
者
で
あ
り
、
政
治
家
で
も
あ
る
。
元
正
天
皇
か
ら
光
仁
天

皇
の
こ
ろ
ま
で
、
朝
廷
に
仕
え
、
最
終
的
に
は
右
大
臣
に
ま
で
昇
進
し
た
。
学
者
で

あ
っ
た
吉
備
真
備
が
大
臣
に
ま
で
な
る
と
い
う
こ
と
は
、
近
代
以
前
で
は
、
大
変
珍

し
い
こ
と
で
あ
り
、
彼
が
大
変
優
れ
た
人
物
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。
無

駄
安
留
記
は
賀
露
神
社
を
﹁
吉
備
大
臣
廟
﹂
と
し
て
、
大
山
祗
命
は
主
祭
神
で
あ
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
記
載
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
他
の
祭
神
猿
田
彦
命
・
木
花
咲

耶
姫
命
・
武
甕
槌
命
の
三
神
の
名
前
も
、
大
山
祗
命
と
同
様
に
こ
の
無
駄
安
留
記
の

加
路
の
本
文
の
中
に
は
出
て
こ
な
い
。
五
神
の
中
で
吉
備
真
備
だ
け
が
特
別
扱
い
さ

れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

こ
れ
は
、
無
駄
安
留
記
の
作
者
だ
け
の
こ
と
で
は
な
い
と
考
え
る
。
そ
う
考
え
る

理
由
は
、
賀
露
神
社
の
岡
村
吉
彦
氏
か
ら
う
か
が
っ
た
お
話
や
、
そ
の
と
き
に
頂
い

た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
﹃
賀
露
神
社
﹄
の
中
に
あ
る
。

　

そ
れ
ら
に
よ
る
と
、
遣
唐
使
だ
っ
た
吉
備
真
備
は
唐
よ
り
帰
朝
す
る
際
、
嵐
に
遭

い
﹁
鳥
ヶ
島
﹂
に
漂
着
し
て
し
ま
っ
た
の
を
、
賀
露
の
村
人
が
船
を
出
し
て
お
迎
え

に
あ
が
っ
た
と
い
う
こ
と
が
あ
り
、
そ
れ
を
基
に
し
て
祭
り
が
で
き
た
。
ま
た
、
吉

備
真
備
が
﹁
鳥
ヶ
島
﹂
上
陸
直
後
、
海
水
で

汚
れ
た
着
物
を
木
製
の
箱
に
納
め
て
埋
め
た

こ
と
の
証
で
あ
る
塚
、脱え

な衣
塚づ
か︵

米よ
な
ぐ
ら倉

）
が﹁
か

ろ
い
ち
﹂
と
﹁
か
に
っ
こ
館
﹂
の
裏
手
の
あ

た
り
に
あ
る
ら
し
い
。
そ
し
て
賀
露
神
社
の

こ
と
を
吉
備
大
明
神
と
呼
ん
で
い
た
時
期
が

あ
る
。
脱
衣
塚
は
﹃
因
幡
志
﹄
に
も
﹁
衣
装
塚
﹂
と
し
て
、﹁
神
社
の

辺
に
あ
り
と
縁
起
に
あ
り
。
是
は
吉
備
公
装
束
ぬ
ぎ
捨
て
納
め
玉
へ
る

誌
し
の
塚
と
云
へ
り
。
今
知
る
人
な
し
﹂
と
記
載
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
﹃
賀
露
神
社
﹄
に
は
、
吉
備
真
備
が
入
唐
帰
朝
の
記
念

に
野や

馬ま

台だ
い

詩
と
い
う
漢
詩
を
一
石
一
字
に
書
い
て
、
賀
露
の
地
に
留
め

た
と
伝
え
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
石
が
た
ま
に
賀
露
の
海
底
か
ら
発
見
さ

れ
る
、
と
い
う
こ
と
が
載
っ
て
い
た
。

　

こ
の
よ
う
に
吉
備
真
備
は
賀
露
の
地
と
関
係
の
あ
る
人
物
だ
と
い
う

伝
承
が
あ
り
、
賀
露
の
人
た
ち
に
と
っ
て
な
じ
み
の
あ
る
人
物
だ
と
い

う
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
だ
か
ら
、無
駄
安
留
記
の
作
者
だ
け
で
は
な
く
、

賀
露
の
人
た
ち
も
吉
備
真
備
は
他
の
祭
神
四
神
よ
り
特
別
で
あ
り
、
無

駄
安
留
記
に
も
そ
れ
が
表
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

　

最
後
に
、
無
駄
安
留
記
の
作
者
が
賀
露
神
社
を
詠
ん
だ
歌
に
つ
い
て

記
す
。

　
　

ぬ
か
づ
け
る
き
ね
に
問
ば
や
汐
風
に

　
　
　
　

幾
世
な
れ
て
は
か
ら
か
ろ
の
宮

　

こ
の
歌
の
意
味
は
次
の
よ
う
に
な
る
。

　

額
を
地
に
つ
け
て
祈
っ
て
い
る
巫き

ね覡
︵
神
に
仕
え
る
人
）
に
問
い
た

い
も
の
だ
。
潮
風
に
ど
れ
ほ
ど
長
い
年
月
さ
ら
さ
れ
て
き
た
加
路
の
宮

な
の
か
と
、と
い
う
よ
う
な
意
味
に
な
る
。﹁
ぬ
か
﹂﹁
き
ね
﹂
に
は
﹁
糠
﹂

﹁
杵
﹂
が
掛
け
ら
れ
て
い
る
。
ま
た﹁
か
ら
﹂
に
は
汐
の
縁
語
で
あ
る﹁
辛
﹂

の
意
味
が
ふ
く
ま
れ
て
い
る
。

　

こ
の
歌
や
、
前
述
し
た
加
路
社
の
松
の
木
の
と
こ
ろ
、
ま
た
大
山
祗

吉
備
真
備
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命
を
主
祭
神
に
し
た
経
緯
の
と
こ
ろ
で
も
﹁
潮
風
﹂
が
出
て
き
て
お
り
、
潮
風
が
こ

の
加
路
に
強
い
影
響
を
与
え
て
い
る
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。
岡
村
吉
彦
さ
ん
の
話
の

中
に
も
、
潮
風
が
強
す
ぎ
て
雪
が
あ
ま
り
積
も
ら
な
か
っ
た
り
、
潮
風
の
せ
い
で
車

が
さ
び
て
し
ま
っ
た
り
す
る
と
い
う
こ
と
が
あ
っ
た
の
で
、
今
も
昔
も
変
わ
ら
ず
潮

風
の
影
響
が
あ
る
の
だ
と
感
じ
た
。

︵
蝶
勢　

晶
充
）

賀
露
の
地
形

　

無
駄
安
留
記
の
賀
露
に
つ
い
て
書
い
て
あ
る
部
分
に
、
当
時
の
賀
露
港
周
辺
の
地

形
に
つ
い
て
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

此
地
砂
山
に
し
て
袋
千
代
の
両
川
の
港
口
に
て
常
に
商
船
岸
を
あ
ら
そ
ふ
尤
繁

昌
の
地
。

　

現
代
語
に
訳
す
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

　
﹁
こ
の
地
は
砂
山
で
あ
っ
て
、
袋
川
と
千
代
川
の
両
方
の
川
の
港
口
で
、
い
つ
も

商
船
が
早
い
者
勝
ち
と
い
う
よ
う
に
着
岸
を
あ
ら
そ
っ
て
い
る
、
本
当
に
栄
え
て
い

る
場
所
で
あ
る
。﹂

　

こ
の
文
章
か
ら
、
無
駄
安
留
記
が
書
か
れ
た
当
時
の
賀
露
港
周
辺
の
地
形
は
、
袋

川
と
千
代
川
が
合
わ
さ
り
、
そ
の
川
が
、
港
の
方
に
流
れ
込
ん
で
い
る
と
い
う
地
形

で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
想
像
で
き
る
。

　

今
回
、
当
時
の
賀
露
周
辺
の
地
形
が
現
在
と
ど
の
よ
う
に
変
わ
っ
て
い
る
の
か
を

調
べ
る
た
め
に
、
加
露
周
辺
の
現
在
の
地
図
と
明
治
時
代
の
地
図
の
両
方
を
見
て
み

る
こ
と
に
し
た
。

　

ま
ず
、
現
代
の
地
図
で
賀
露
港
周
辺
を
見
て
み
る
。
こ
れ
を
見
る
と
、
確
か
に
、

袋
川
と
千
代
川
は
、
途
中
で
合
流
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
し
、
合
流
し
た

後
に
、
川
が
港
で
は
な
く
、
港
の
東
で
、
日
本
海
に
直
接
流
れ
込
ん
で
お
り
、
無
駄

安
留
記
の
記
述
と
異
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

　

そ
こ
で
、
明
治
時
代
の
地
図
を
見
て
み
る
こ
と
に
し
た
。
無
駄
安
留
記
は
、
江
戸
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後
期
か
ら
明
治
前
期
ご
ろ
に
書
か
れ
た
も
の
な
の
で
、
明
治
期
の
地
図
を
見
る
と
無

駄
安
留
記
の
作
者
が
見
た
地
形
に
近
い
と
考
え
ら
れ
る
。
地
図
の
右
側
、
太
く
て
大

き
い
川
が
千
代
川
で
あ
り
、
そ
の
右
側
か
ら
流
れ
込
ん
で
い
る
細
い
川
が
袋
川
だ
。

予
想
通
り
、
明
治
時
代
の
地
図
で
は
、
袋
川
と
千
代
川
は
合
流
し
た
後
に
賀
露
港
に

流
れ
込
ん
で
い
た
。
ま
た
、
明
治
時
代
の
地
図
で
は
、
千
代
川
が
河
口
付
近
で
現
在

よ
り
も
西
に
大
き
く
湾
曲
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
ま
た
、
袋
川
と
千

代
川
の
合
流
点
も
、
今
よ
り
も
東
側
に
な
っ
て
お
り
、
周
辺
の
村
の
位
置
も
少
し
ず

つ
移
動
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
、
千
代
川
の
歴
史
に
つ
い
て
詳
し
く
書
い
て
あ
る
﹃
千
代
川
史
﹄
で
調
べ

て
み
る
こ
と
に
し
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
千
代
川
は
、
昔
か
ら
何
度
も
水
害
を
引
き

起
こ
し
て
い
た
ら
し
く
、
大
正
七
年
の
災
害
を
契
機
に
大
改
修
を
行
っ
た
と
い
う
。

こ
の
改
修
に
よ
っ
て
、
千
代
川
周
辺
の
地
形
は
大
き
く
変
化
し
た
。
こ
れ
ら
の
こ
と

に
よ
り
、
賀
露
港
周
辺
の
地
形
は
、
現
代
と
無
駄
安
留
記
の
文
章
が
書
か
れ
た
こ
ろ

と
で
は
、
千
代
川
を
中
心
と
し
て
大
き
く
変
化
し
て
お
り
、
千
代
川
・
袋
川
両
川
の

河
口
に
港
が
あ
る
と
い
う
無
駄
安
留
記
の
記
述
は
誤
り
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
が
わ

か
っ
た
。

︵
森
本　

久
美
）

隠
岐
の
島

　

無
駄
安
留
記
に
は
、
隠
岐
の
島
に
つ
い
て
の
次
の
よ
う
な
歌
が
の
っ
て
い
る
。

行
幸
せ
し
を
き
の
嶋
ね
も
ほ
し
か
積

　
　

船
も
霞
の
立
か
く
し
け
り

　

現
代
語
訳
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

　
﹁
天
皇
が
出
か
け
な
さ
っ
た
隠
岐
の
島
も
、
ほ
し
か
を
積
ん
だ
船
も
、
ぼ
ん
や
り

と
霞
が
か
か
り
、
隠
れ
て
し
ま
っ
た
こ
と
よ
。﹂

　

こ
の
﹁
を
き
の
嶋
﹂
と
い
う
の
は
、﹁
行
幸
せ
し
﹂
と
あ
る
の
で
、
現
在
の
島
根

県
沖
に
あ
る
隠
岐
の
島
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。﹁
霞
の
立
か
く
し
け
り
﹂
と
い
う
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の
は
、
霞
が
隠
さ
な
け
れ
ば
見
え
る
、
と
い
う
意
味
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ

れ
る
。
賀
露
神
社
に
つ
い
て
の
記
述
の
中
に
も
、﹁
社
頭
の
遠
望
海
上
の
白
帆
雲
井

の
よ
そ
に
し
て
隠
岐
の
二
嶋
は
天
際
に
霞
み
或
ハ
磯
に
網
引
す
る
浦
人
の
か
れ
声
口

ば
か
り
動
き
嶋
根
に
か
づ
き
す
る
海
士
ハ
浪
に
入
て
黒
く
東
の
沙
漠
は
風
ふ
い
て
白

し
﹂
と
あ
る
。

　

し
か
し
、
地
図
を
見
て
も
わ
か
る
よ
う
に
、
賀
露
か
ら
隠
岐
の
島
ま
で
は
か
な
り

の
距
離
が
あ
る
。
実
際
に
現
地
に
出
向
い
て
、
隠
岐
の
島
が
見
え
る
か
確
か
め
て
み

た
が
、
そ
れ
ら
し
い
島
を
見
つ
け
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
ま
た
、
賀
露
神
社
の

岡
村
吉
彦
さ
ん
に
も
、
今
ま
で
賀
露
で
隠
岐
の
島
を
見
た
こ
と
が
あ
る
か
ど
う
か
う

か
が
っ
た
が
、
一
度
も
見
た
こ
と
が
な
い
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。

　

歌
の
中
に
﹁
行
幸
﹂
と
あ
る
が
、
こ
れ
は
、
元
弘
の
乱
に
よ
る
後
醍
醐
天
皇
の
隠

岐
配
流
︵
元
弘
二
年
・
一
三
三
二
）
を
表
し
て
い
る
。
も
し
か
す
る
と
、
無
駄
安
留

記
の
作
者
に
は
、
後
醍
醐
天
皇
や
隠
岐
の
島
に
、
特
別
な
思
い
入
れ
が
あ
り
、
見
え

な
い
な
が
ら
も
、
想
像
し
て
歌
を
詠
ん
だ
の
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
、
現
在
と
は
違

い
、
空
気
も
澄
ん
で
視
界
が
良
か
っ
た
と
い
う
こ
と
も
、
ま
た
無
駄
安
留
記
の
作
者

の
視
力
が
よ
か
た
と
も
考
え
ら
れ
る
の
で
、
本
当
に
隠
岐
の
島
が
見
え
て
い
た
の
か

も
し
れ
な
い
。
岡
村
吉
彦
さ
ん
は
、
実
際
、
地
元
の
漁

師
の
方
で
見
え
た
と
い
う
方
が
い
た
り
、
場
所
は
違
う

が
、
鳥
取
市
内
に
あ
る
久
松
山
か
ら
な
ら
、
天
気
の
よ

い
日
で
あ
れ
ば
、
隠
岐
の
島
を
見
た
こ
と
が
あ
る
と
い

う
。
し
か
し
今
回
の
調
査
で
は
、
は
っ
き
り
と
し
た
答

え
を
得
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

︵
尾
崎　

美
穂
）

鳥
ヶ
嶋

　

鳥
ヶ
嶋
は
賀
露
港
に
あ
る
三
島
の
小
島
か
ら

な
る
島
で
あ
る
。
現
在
は
普
通
﹁
鳥
ヶ
島
﹂
と

書
か
れ
る
。
実
際
に
見
た
鳥
ヶ
島
は
、
無
駄
安

留
記
に
描
か
れ
て
い
た
絵
と
同
じ
形
を
し
て
い

た
。

無
駄
安
留
記
の
本
文
に
は
鳥
ヶ
島
に
つ
い
て
こ

う
書
い
て
あ
る
。

八
町
沖
に
鳥
ヶ
嶋
。　

こ
の
嶋
頂
に
戎
祠

あ
り
。
東
の
巉
岩
を
立
テ
烏
帽
子
と
名
づ

く
。
峻
し
き
岩
な
り
。

　

現
代
語
に
訳
す
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

　
﹁
約
一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
弱
沖
に
鳥
ヶ
島
が
あ

る
。
こ
の
島
の
頂
に
戎
え
び
す

の
祠
ほ
こ
ら

が
あ
る
。
東
に
高

く
そ
び
え
た
岩
を
立
烏
帽
子
と
名
付
け
て
い

る
。
け
わ
し
い
岩
で
あ
る
。﹂

　

地
図
を
見
て
み
る
と
、
賀
露
神
社
か
ら
約
一

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
弱
の
と
こ
ろ
に
鳥
ヶ
島
が
あ

り
、
無
駄
安
留
記
の
記
述
と
合
っ
て
い
た
。
ま

た
、
戎
の
祠
も
実
際
に
見
る
こ
と
が
で
き
た
。

戎
と
は
、
海
の
神
、
豊
漁
の
神
で
あ
る
か
ら
、
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豊
漁
を
願
っ
て
奉
ら
れ
た
の
だ
ろ
う
。

　

次
に
、
立
烏
帽
子
岩
で
あ
る
。
賀
露
港
か
ら
鳥
ヶ
島

を
見
る
と
、
島
の
東
側
に
飛
び
出
た
岩
が
あ
り
、
そ
れ

が
﹁
立
烏
帽
子
﹂
と
呼
ば
れ
る
岩
だ
と
思
わ
れ
る
。
立

烏
帽
子
と
は
、
頭
部
の
峰
が
折
り
曲
げ
ら
れ
て
お
ら
ず

高
く
立
て
た
ま
ま
に
し
て
あ
る
烏
帽
子
の
こ
と
で
、
こ

の
岩
の
形
が
そ
の
立
烏
帽
子
に
似
て
い
る
こ
と
か
ら
そ

う
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
実
際
立
烏

帽
子
の
よ
う
な
形
を
し
て
お
り
、
無
駄
安
留
記
の
本
文

に
書
い
て
あ
る
通
り
け
わ
し
い
岩
で
あ
る
。

　
﹃
因
幡
志
﹄
に
、
鳥
ヶ
島
に
つ
い
て
記
さ
れ
て
い
る
。

登
利
が
島　

湊
の
沖
に
あ
り
。
灘
よ
り
四
町
十
八

間
と
云
ふ
。
さ
れ
ど
も
荒
磯
定
か
な
ら
ず
。
島
東

西
四
十
間
南
北
六
十
間
。
又
其
南
北
に
岩
二
つ
あ

り
。
皆
登
利
が
島
な
り
。
今
禽
が
嶋
と
書
け
り
。

加
露
の
社
記
に
吉
備
公
漂
着
の
時
此
嶋
に
取
上
り

給
へ
り
と
あ
り
。
今
登
利
が
嶋
と
云
へ
る
は
取
上

り
の
略
言
な
る
べ
し
。
又
此
嶋
に
少
時
座
し
て
嶋

上
の
鳥
を
な
が
め
給
へ
り
と
云
ふ
文
も
あ
れ
ば
禽

が
島
の
文
字
も
亦
謂
れ
あ
る
に
似
た
り
。
此
外
不

審
嶋
經
嶋
等
其
時
よ
り
の
名
と
聞
ゆ
。

　

訳
す
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

　
﹁
登
利
が
島
が
湊
の
沖
に
あ
る
。
灘
か
ら
四
町
八
間

で
あ
る
。
し
か
し
荒
磯
な
の
で
正
確
な
距
離
は
わ
か
ら
な
い
。
島
の
東
西
は
四
〇
間
、

南
北
は
六
〇
間
で
あ
る
。
ま
た
そ
の
南
北
に
岩
が
二
つ
あ
る
。
皆
登
利
が
島
で
あ
る
。

現
在
は
﹁
禽
が
島
﹂
と
記
さ
れ
て
い
る
。
賀
露
神
社
の
社
記
に
吉
備
真
備
公
が
漂
着

し
た
時
、
こ
の
嶋
に
﹁
取
上
が
り
﹂︵
上
陸
）
さ
れ
た
と
あ
る
。
今
登
利
が
島
と
い

う
の
は
こ
の
﹁
取
上
が
り
﹂
の
略
言
で
あ
ろ
う
。
ま
た
こ
の
嶋
に
少
し
の
間
座
っ
て

嶋
上
の
鳥
を
ご
覧
に
な
っ
た
と
い
う
記
述
も
あ
る
の
で
﹁
禽
が
島
﹂
と
い
う
文
字
を

使
う
の
も
ま
た
理
由
が
あ
る
の
だ
ろ
う
。
こ
の
他
不
審
島
・
経
島
等
そ
の
時
か
ら
の

名
称
だ
と
言
わ
れ
て
い
る
。﹂

　

現
在
は﹁
鳥
ヶ
島
﹂
の
字
に
な
っ
て
い
る
が
、﹁
登
利
が
島
﹂
や﹁
禽
が
島
﹂
な
ど
様
々

な
書
き
方
が
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
鳥
ヶ
島
の
名
前
の
由
来
は
吉
備
真
備
に
関
係
し

て
い
る
ら
し
い
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
こ
と
は
﹁
賀
露
神
社
縁
起
﹂︵﹃
企
画
展
は
じ

ま
り
の
物
語
﹄
図
録
）
に
も
、

又
今
当
社
ニ
ヲ
イ
テ
社
家
ノ
言
伝
ル
一
説
ニ
ハ
昔
大
臣
入
唐
帰
朝
シ
給
ヒ
シ
時

舟
ヲ
此
浦
ニ
寄
タ
マ
フ
其
始
テ
舟
ヲ
着
ア
カ
リ
給
フ
所
ヲ
ト
リ
ア
カ
リ
嶋
ト

云
ヘ
リ
然
ル
ヲ
今
是
ヲ
畧
言
シ
テ
ト
リ
カ
嶋
ト
云
ナ
ラ
ハ
セ
リ
然
ル
故
ア
ル
ニ

ヨ
ッ
テ
此
所
ニ
ヲ
イ
テ
大
臣
ノ
神
ヲ
祝
祭
ル
此
神
廟
鎮
座
ノ
山
ヲ
ハ
鰲
首
山
ト

云
伝
タ
リ

と
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
﹃
賀
露
神
社
﹄
に
は
、
次
の
よ
う
に
書

か
れ
て
い
た
。

聖
武
天
皇
の
天
平
勝
宝
六
年
︵
七
五
四
）
遣
唐
副
使
吉
備
真
備
公
は
唐
よ
り
帰

朝
の
際
、九
州
沖
で
風
波
の
難
に
遭
い
、賀
露
沖
の
波
間
に
見
え
隠
れ
す
る
﹁
宮

島
﹂
に
漂
着
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
吉
備
公
は
そ
の
﹁
宮
島
﹂
か
ら
約
三
十
メ
ー
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ト
ル
離
れ
た﹁
大
島
﹂
に
飛
び
上
が
っ
て
避
難
さ
れ
た
の
で
、そ
の
島
を
当
初﹁
飛

び
上
が
り
島
﹂
と
か
﹁
取
り
上
が
り
島
﹂
と
名
付
け
て
い
た
が
、
後
に
こ
れ
は

﹁
鳥
ヶ
島
﹂
と
言
う
よ
う
に
な
っ
た
。

　

現
在
賀
露
で
は
、
こ
の
鳥
ヶ
島
に
漂
着
し
た
吉
備
公
を
村
人
が
船
で
迎
え
た
と
い

う
故
事
に
基
づ
い
た
神
事
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　

無
駄
安
留
記
に
は
鳥
ヶ
島
に
つ
い
て
の
和
歌
が
載
っ
て
い
る
。
詞
書
に
﹁
浦
人
の

網
引
す
る
を
視
て
﹂
と
あ
り
、
漁
師
た
ち
が
網
引
す
る
の
を
見
て
詠
ん
だ
和
歌
で
あ

る
。

今
日
も
又
鰯
を
と
り
が
嶋
か
け
て

　
　

霞
の
網
を
は
る
の
夕
な
ぎ

　

こ
の
意
味
は
、﹁
今
日
も
ま
た
鰯
を
取
ろ
う
と
し
て
︵
浦
人
た
ち
が
）
鳥
ヶ
島
一

体
に
霞
の
網
を
張
る
春
の
夕
な
ぎ
﹂
と
な
る
。
こ
の
中
に
出
て
き
た
霞
の
網
と
は
霞

網
の
こ
と
だ
ろ
う
か
。
霞
網
と
は
細
い
糸
で
作
ら
れ
た
張
り
網
で
、
離
れ
て
見
る
と

霞
の
よ
う
に
見
え
る
。
し
か
し
、
霞
網
は
江
戸
時
代
も
現
在
も
小
鳥
を
捕
る
た
め
の

網
で
あ
る
。
こ
の
和
歌
に
詠
ま
れ
て
い
る
﹁
霞
の
網
﹂
は
そ
れ
と
は
違
う
も
の
で
、

鰯
取
り
の
網
を
そ
う
呼
ぶ
こ
と
が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
し
、﹁
は
る
﹂
に
掛
け

ら
れ
て
い
る
﹁
春
﹂
に
ち
な
ん
で
﹁
霞
﹂
を
用
い
た
だ
け
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

︵
尾
崎　

美
穂
） 

東
漸
寺

　

無
駄
安
留
記
に
は
﹁
加
路
川　

東
漸
寺
﹂
と
書
か

れ
て
い
る
絵
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
現
在
の
表
記
で
は
、

﹁
賀
露
川
﹂、﹁
東
善
寺
﹂
と
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。
東

善
寺
は
﹃
日
本
地
名
大
辞
典
﹄
賀
露
町
の
項
目
で
、﹁
浄
土
宗

東
善
寺
・
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
西
念
寺
・
賀
露
神
社
・
上
小
路

神
社
・
金
光
教
賀
露
教
会
が
あ
る
。﹂
と
あ
り
、﹃
鳥
取
県
の
地

名
﹄
で
は
湖
山
川
右
岸
に
あ
る
、
と
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
賀
露

町
に
位
置
す
る
、
鳥
取
県
に
あ
る
四
十
五
の
浄
土
宗
の
寺
の
一

つ
で
あ
る
。

　

加
路
川
︵
賀
露
川
）
は
現
在
の
地
図
な
ど
に
記
載
さ
れ
て
い

な
い
が
、
司
馬
遼
太
郎
﹁
安
住
先
生
の
穴
﹂︵﹃
街
道
を
ゆ
く
27　

因
幡
・

伯
耆
の
み
ち
、檮
原
街
道
﹄）
に
、﹁︵
前
略
）
鳥
取
市
の
平
野
を
形
成
し
て
、

河
口
の
賀
露
で
日
本
海
に
入
る
川
で
あ
る
。
地
図
で
は
、千
代
川
と
い
う
。

か
つ
て
は
上
流
は
智
頭
川
と
よ
ば
れ
、
下
流
は
賀
露
川
と
呼
ば
れ
て
い

た
。﹂
と
記
さ
れ
て
い
る
。

　

実
際
に
現
在
の
地
図
を
見
て
み
る
と
、
東
善
寺
は
西
を
流
れ
る
湖
山
川
と
東

の
大
井
手
川
の
合
流
点
よ
り
一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
余
り
川
上
方
向
︵
南
）
に
位
置

し
て
お
り
、
賀
露
の
町
は
湖
山
川
の
西
に
広
が
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
無

駄
安
留
記
が
書
か
れ
た
当
時
、
千
代
川
下
流
が
﹁
賀
露
川
﹂
と
呼
ば
れ
て
い
た

か
ど
う
か
確
か
め
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
が
、
東
善
寺
が
移
転
し
て
い
な
い

と
す
れ
ば
、
無
駄
安
留
記
の
絵
に
描
か
れ
て
い
る
川
は
現
在
の
湖
山
川
で
あ
る
。

川
の
手
前
に
東
漸
寺
、
川
の
向
こ
う
に
湖
山
の
集
落
が
描
か
れ
て
い
る
こ
と
か
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ら
そ
れ
が
わ
か
る
。

　

で
は
、
無
駄
安
留
記
に
注
目
す
る
。
無
駄
安
留
記
に
は
文
章
が
あ
り
、
そ
れ
に
対

応
す
る
絵
が
描
か
れ
て
い
る
が
、文
章
が
あ
っ
て
絵
が
な
い
も
の
も
あ
る
。
し
か
し
、

こ
の
﹁
加
路
川　

東
漸
寺
﹂
に
つ
い
て
は
、
絵
は
あ
る
が
、
文
章
は
な
く
、
無
駄
安

留
記
の
中
で
珍
し
い
パ
タ
ー
ン
の
一
つ
で
あ
る
。
作
者
が
文
章
の
な
い
こ
の
景
色
を

な
ぜ
描
い
た
の
か
、
に
つ
い
て
と
て
も
気
に
な
っ
た
が
、
こ
れ
と
い
っ
た
結
論
を
得

る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

　

こ
の
絵
は
少
し
遠
め
か
ら
東
善
寺
、
川
、
そ
れ
を
渡
す
橋
が
描
か
れ
て
お
り
、
こ

れ
を
手
掛
か
り
に
、
現
在
で
は
ど
の
位
置
か
ら
見
た
の
か
を
調
査
し
た
。
現
在
は
新

し
い
建
物
が
建
っ
て
い
た
が
、
よ
く
似
た
構
図
で
写
真
を
撮
る
こ
と
が
で
き
た
。
絵

は
少
し
上
の
方
か
ら
描
い
た
よ
う
な
構
図
に
な
っ
て
お
り
、
作
者
は
実
際
に
見
た
景

色
を
、
少
し
ア
レ
ン
ジ
し
て
描
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
絵
に
は
、
川
の

手
前
に
田
ん
ぼ
と
思
わ
れ
る
も
の
が
描
か
れ
て
い
る
が
、
現
在
も
同
じ
よ
う
に
田
ん

ぼ
が
残
っ
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
こ
の
景
色
は
現
在
も
昔
の
景
色
を
残
し
て
い
る
場

所
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
無
駄
安
留
記
の
絵
の
右
側
に
あ
る
松
林
は
現

在
残
っ
て
お
ら
ず
、
御
住
職
の
お
話
に
よ
れ
ば
、
上
の
写
真
に
あ
る
よ
う
な
切
り
株

だ
け
が
残
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。
ま
た
、
絵
で
は
賀
露
村
側
︵
西
側
）
の

川
岸
に
並
ん
で
い
る
舟
屋
︵
川
舟
を
つ
な
い
で
お
く
た

め
の
小
屋
）
も
今
は
な
く
な
っ
て
い
る
。︵

美
咲　

有
希
）
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徳
尾
の
森

　

徳
尾
の
森
と
は
徳
尾
村
︵
現
・
鳥
取
市
徳
尾
）
に
現
在
も
あ
る
森
の
こ
と
で
あ

る
。
下
の
写
真
の
赤
い
線
で
か
こ
っ
て
あ
る
所
が
こ
れ
か
ら
説
明
す
る
箇
所
で
、
次

の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

近
県
比
な
き
森
な
り
。
老
い
た
る
松
柏
の
木
々
い
く
そ
ば
く
の
星
霜
を
経
た
る

や
ら
む
。
落
ち
葉
積
て
蔭
々
た
る
中
に
郭
公
を
聞
く

　
　

瓜
畠
も
程
近
け
れ
ば
沓
手
鳥

　
　
　
　

ち
を
は
く
と
て
も
ぬ
ぐ
こ
と
な
せ
そ

　

少
し
づ
つ
訳
し
な
が
ら
説
明
し
て
い
く
。
ま
ず
﹁
近
県
﹂
に
つ
い
て
だ
が
、
こ

れ
は
﹁
こ
の
近
く
、
こ
の
あ
た
り
﹂
と
訳
す
こ
と
が
で
き
る
。
次
の
﹁
比
な
き
森

な
り
﹂
の
部
分
に
つ
い
て
は
、﹁
比
べ
る
も
の
が
な
い
ほ
ど
の
森
で
あ
る
﹂
と
訳
せ

る
。
こ
れ
に
関
し
て
は
何
を
も
っ
て
比
べ
る
も
の
が
な
い
と
言
っ
て
い
る
の
か
が
重

要
で
あ
る
が
分
か
ら
な
い
。
た
だ
、
こ
の
森
は
そ
れ
ほ
ど
大
き
く
な
い
の
で
、
大
き

さ
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
の
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
現
在
徳
尾
の
森
は

国
指
定
の
天
然
記
念
物
に
認
定
さ
れ
て
い
て
、
大
変
貴
重
な
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。

大お
お

野の

見み
の

宿す

く

ね禰
命
を
祭
る
神
域
と
し
て
崇
拝
さ
れ
伐
採
・
植
林
を
さ
れ
る
こ
と
が
な

か
っ
た
た
め
ら
し
い
。
も
し
か
し
た
ら
当
時
も
、
そ
の
風
格
が
ほ
か
の
森
に
比
べ
て

徳
尾
森

高
か
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

次
に
﹁
老
た
る
松
柏
の
木
々
い
く

そ
ば
く
の
星
霜
を
経
た
る
や
ら
む
﹂

だ
が
、﹁
古
い
松
と
柏
の
木
々
は
ど

れ
ほ
ど
長
い
の
年
月
を
過
ご
し
た
の

だ
ろ
う
か
﹂
と
訳
せ
る
。﹁
松
柏
の

木
々
﹂
は
、
生
え
て
い
る
木
は
松
と

柏
だ
、
と
い
う
意
味
で
は
な
く
、
森

が
常
緑
で
う
っ
そ
う
と
し
て
い
る
様

子
を
表
し
て
い
る
と
も
い
え
る
。
実

際
に
生
え
て
い
る
木
々
は
、
松
、
柏

の
ほ
か
、
椎
の
木
・
タ
ブ
・
椿
・
シ

ロ
ダ
モ
・
ク
ロ
キ
な
ど
︵
大
野
見
宿
禰
神
社
案
内
板
）
で
、
常
緑
か
つ
葉
が
繁
る
も

の
が
多
い
。

　
﹁
落
ち
葉
積
り
て
蔭
々
た
る
中
に
郭
公
を
聞
く
﹂
は
、﹁
落
ち
葉
が
積
も
っ
て
暗
く

物
淋
し
い
中
で
ホ
ト
ト
ギ
ス
の
鳴
き
声
が
聞
こ
え
る
﹂
と
訳
せ
る
。
ち
な
み
に
本
文

で
は
﹁
郭
公
﹂
と
書
い
て
あ
る
が
﹁
ホ
ト
ト
ギ
ス
﹂
と
読
む
。
次
の
ペ
ー
ジ
の
写
真

は
森
の
内
部
を
撮
っ
た
も
の
で
、
右
の
写
真
の
左
に
あ
る
建
物
は
大
野
見
宿
禰
神
社

の
拝
殿
の
一
部
で
あ
る
。
そ
の
後
ろ
に
森
の
様
子
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
左
の
写
真

は
違
っ
た
場
所
を
撮
っ
た
も
の
だ
。
ど
ち
ら
も
森
が
う
っ
そ
う
と
し
た
様
子
を
示
し

て
お
り
、
暗
く
物
淋
し
い
雰
囲
気
が
漂
っ
て
い
る
。
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で
は
次
に
歌
に
つ
い
て
だ
が
、﹁
瓜
畠
も
程

近
け
れ
ば
沓
手
鳥
ち
を
は
く
と
て
も
ぬ
ぐ
こ
と

な
せ
そ
﹂
と
い
う
歌
は
、﹁
瓜
畑
が
す
ぐ
近
く

に
あ
る
の
で
ホ
ト
ト
ギ
ス
よ
、
か
り
に
血
を
吐

い
た
と
し
て
も
ぬ
ぐ
う
こ
と
は
す
る
な
﹂
と
い

う
意
味
に
な
る
。
ホ
ト
ト
ギ
ス
と
血
を
吐
く
こ

と
と
が
結
び
つ
く
の
は
、
ホ
ト
ト
ギ
ス
が
血
を

吐
く
よ
う
に
鳴
く
と
考
え
ら
れ
て
い
た
か
ら
で

あ
る
。
こ
の
歌
に
は
掛
詞
が
あ
っ
て
、﹁
か
り

に
く
つ
を
履
い
た
と
し
て
も
脱
ぐ
な
﹂
と
い
っ

た
意
味
に
も
な
る
。
沓
を
履
く
の
﹁
履
く
﹂
と

血
を
吐
く
の
﹁
吐
く
﹂、
沓
を
脱
ぐ
の
﹁
脱
ぐ
﹂

と
血
を
拭
う
の
﹁
拭
ぐ
﹂
が
掛
け
て
あ
る
の
で

あ
る
。

　

こ
れ
は
﹁
瓜
田
に
く
つ
を
い
れ
ず
﹂
と
い
う

諺
を
ふ
ま
え
た
掛
詞
だ
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
諺

は
古
楽
府
﹁
君
子
行
﹂
が
源
泉
と
な
っ
て
い

る
。

君
子
防
未
然

不
處
嫌
疑
閒

瓜
田
不
納
履

李
下
不
正
冠

　
﹁
君
子
は
未
然
に
防
ぎ
、
嫌
疑
の
間
に
処
ら

ず
、
瓜
田
に
履
を
納
れ
ず
、
李
下
に
冠
を
正
さ
ず
﹂︵
書
き
下
し
）

　
﹁
教
養
の
あ
る
立
派
な
人
は
、
事
が
起
こ
る
以
前
に
予
防
の
措
置
を
と
り
、
人
か

ら
嫌
疑
を
か
け
ら
れ
る
よ
う
な
立
場
に
立
た
な
い
よ
う
に
留
意
す
る
。
瓜
田
で
は
く

つ
が
脱
げ
て
も
は
き
直
さ
な
い
し
、
李
の
木
の
下
で
は
冠
が
曲
が
っ
て
い
て
も
か
ぶ

り
直
さ
な
い
﹂︵
現
代
語
訳
）

　

つ
ま
り
、
瓜
畑
を
通
っ
て
い
る
と
き
に
靴
が
脱
げ
て
も
、
瓜
を
盗
む
と
思
わ
れ
る

と
い
け
な
い
か
ら
、
う
つ
む
い
て
は
き
直
さ
な
い
し
、
ス
モ
モ
の
木
下
で
は
冠
が
曲

が
っ
て
い
て
も
、
ス
モ
モ
を
盗
む
と
思
わ
れ
る
と
い
け
な
い
の
で
手
を
上
げ
て
冠
を

直
す
こ
と
を
し
な
い
。
転
じ
て
、
人
か
ら
嫌
疑
を
か
け
ら
れ
や
す
い
紛
ら
わ
し
い
行

為
は
す
べ
き
で
な
い
と
い
う
戒
め
の
言
葉
で
あ
る
︵
米
山
寅
太
郎
、
鈴
木
荘
夫
﹃
漢

文
名
言
辞
典
﹄、
和
泉
新
、
佐
藤
保
﹃
中
国
故
事
成
語
大
辞
典
﹄
に
よ
る
）。

　

こ
の
歌
に
つ
い
て
、
私
た
ち
は
な
ぜ
歌
に
瓜
が
用
い
ら
れ
た
の
か
と
い
う
疑
問
を

持
っ
た
。﹃
新
修
鳥
取
市
史　

第
二
巻
﹄
に
、﹁
嘉
永
二
年
︵
一
八
四
九
）
成
立
の
農

書
﹁
自
家
業
事
日
記
﹂
の
著
者
の
家
で
は
、
な
す
・
き
ゅ
う
り
・
白
瓜
・
ね
ぎ
・
い

ん
げ
ん
・
さ
さ
げ
・
唐
が
ら
し
・
し
そ
・
瓜
・
す
い
か
・
夏
小
豆
・
里
芋
・
大
豆
・

ご
ま
・
え
ん
ど
う
・
白
え
ん
ど
う
・
そ
ら
ま
め
・
ち
し
ゃ
・
葉
が
ら
し
・
大
根
・
白

菜
・
蕉
な
ど
生
産
し
て
い
た
﹂、﹁﹁
自
家
業
事
日
記
﹂
は
、
幕
末
の
鳥
取
城
下
近
郊

の
農
村
で
書
か
れ
た
農
書
で
あ
る
﹂
と
い
う
記
述
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
十
九
世
紀
中

ご
ろ
に
鳥
取
市
で
白
瓜
、
瓜
が
栽
培
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
、
石
川
松

太
郎
、
加
藤
秀
俊
、
稲
垣
史
生
、
吉
田
豊
編
﹃
江
戸
時
代　

人
づ
く
り
風
土
記
31

鳥
取
﹄
資
料
編
の
﹁
江
戸
時
代
鳥
取
の
物
産
一
覧
﹂
と
い
う
欄
に
、
高
草
郡
鳥
取

市
で
味
瓜
︵
真
桑
瓜
。
甘
く
香
気
に
富
む
。
甘
瓜
と
も
）
が
生
産
さ
れ
て
い
た
こ
と

が
明
記
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
徳
尾
の
森
の
周
辺
で
栽
培
さ
れ
て
い
た
か
は
不
明
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だ
。
無
駄
安
留
記
の
絵
で
は
森
の
周
辺
は
瓜
畑
と
い
う
よ
り
田
ん
ぼ
に
み
え
る
。
も

し
か
し
た
ら
作
者
は
ホ
ト
ト
ギ
ス
の
声
を
聞
き
、﹁
血
を
吐
く
﹂﹁
血
を
拭
う
﹂
か
ら

﹁
く
つ
を
履
く
﹂﹁
く
つ
を
脱
ぐ
﹂
を
連
想
し
て
、
瓜
畑
を
持
ち
出
し
た
の
か
も
し
れ

な
い
。

　

左
上
の
写
真
が
現
在
の
徳
尾
の
森
で
あ
る
。
鳥
居
の
あ
る
南
側
か
ら
撮
影
し
た
。

左
下
の
本
文
中
の
絵
と
比
較
す
る
と
、
森
の
正
面
に
鳥
居
が
描
か
れ
、
森
の
後
方
に

は
山
が
描
か
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
現
在
、
鳥
居
の
あ
る
南
側
か
ら
森
を
見
て
も
、

絵
に
あ
る
よ
う
な
後
方
の
山
は
見
え
な
い
。
無
駄
安
留
記
の
頃
は
鳥
居
の
位
置
が
現

在
と
異
な
っ
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
未
調
査
で
あ
る
。

︵
森
高　

隆
太
）

野
見
宿
禰

　

徳
尾
村
は
、
古
海
村
と
野
坂
川
を
隔
て
た
西
の
平
地
に
あ
る
。
そ
の
間
は
八
町
、

約
八
百
八
十
メ
ー
ト
ル
あ
っ
て
、川
上
は
島
村
、川
下
は
徳
吉
・
雁
津
と
接
し
て
い
る
。

こ
の
地
に
は
﹁
徳
尾
の
森
﹂
と
呼
ば
れ
て
い
る
森
が
あ
り
、
そ
こ
に
は
野
見
宿
禰
を

祭
神
と
す
る
大
野
見
宿
禰
命
神
社
が
あ
る
。﹃
因
幡
志
﹄
に
よ
る
と
、
徳
尾
村
や
徳

吉
村
、
雁
津
村
な
ど
辺
り
一
帯
の
六
ヶ
村
を
﹁
野
見
の
保
﹂
と
呼
ぶ
の
は
、
昔
こ
の

神
社
の
神
領
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　

野の

見み
の

宿す

く

ね禰
は
出
雲
、
今
の
島
根
県
東
部
の
勇
士
で
、
天
穂
日
命
の
十
四
世
の
子

孫
で
あ
る
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。﹃
日
本
書
紀
﹄
に
よ
る
と
、
垂
仁
天
皇
七
年
︵
前

二
三
）
秋
七
月
に
、
次
の
よ
う
な
奏
上
が
あ
っ
た
。
大
和
国
當
麻
村
に
當た
い
ま
の麻
蹴け

は

や速
と

い
う
力
の
強
い
男
が
お
り
、
力
が
強
く
て
、
堅
い
角
を
手
で
割
り
、
鉤
状
の
武
器
を

手
で
伸
ば
し
た
り
で
き
る
。
い
つ
も
人
々

に
、﹁
お
よ
そ
こ
の
広
い
世
の
中
を
捜
し

て
も
、
私
の
力
に
匹
敵
す
る
者
は
い
な
い

だ
ろ
う
。
ど
う
に
か
し
て
強
力
な
者
に
出

会
っ
て
、
生
死
を
問
わ
ず
、
た
だ
ひ
た
す

ら
力
比
べ
を
し
て
み
た
い
も
の
だ
﹂
と

言
っ
て
い
る
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
天
皇

は
こ
れ
を
聞
い
て
、﹁
も
し
や
蹴
速
に
敵

う
者
は
お
ら
ぬ
か
﹂
と
お
訊
ね
に
な
っ
た
。

そ
の
時
一
人
の
臣
が
進
み
出
て
、﹁
出
雲

の
国
に
野
見
宿
禰
と
い
う
勇
士
が
い
る
と

聞
い
て
お
り
ま
す
。
召
し
て
蹴
速
に
取
り
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組
ま
せ
て
み
た
ら
と
思
い
ま
す
﹂
と
答
え
た
。
こ
う
し
て
、
二
人
に
力
比
べ
を
さ
せ

た
。
宿
禰
は
蹴
速
の
あ
ば
ら
骨
を
蹴
り
折
り
、腰
を
踏
み
砕
い
て
殺
し
て
し
ま
っ
た
。

　

こ
の
こ
と
が
後
に
相
撲
の
起
源
と
さ
れ
た
。
そ
の
た
め
現
在
も
力
士
が
大
野
見
宿

禰
命
神
社
へ
勝
利
祈
願
や
昇
進
の
礼
な
ど
に
訪
れ
る
こ
と
が
あ
り
︵
左
の
写
真
）、

境
内
に
は
そ
の
お
り
の
記
念
碑
や
額
が
数
々
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
拝
殿
に
上
る
石
段

の
か
た
わ
ら
に
、
昔
の
相
撲
場
の
跡
と
伝
え
る
一
角
が
残
っ
て
い
る
︵
右
の
写
真
）。

　

天
皇
は
蹴
速
の
土
地
を
没
収
し
て
、
こ
と
ご
と
く
宿
禰
に
与
え
、
宿
禰
は
そ
の
ま

ま
留
ま
っ
て
朝
廷
に
仕
え
た
。

　

野
見
宿
禰
は
、埴
輪
の
考
案
者
と
し
て
も
有
名
で
あ
る
。
垂
仁
天
皇
二
十
八
年︵
前

二
冬
）
一
〇
月
、
王
や
皇
帝
な

ど
の
喪
や
埋
葬
に
際
し
て
近
親

者
や
従
者
が
そ
れ
を
追
っ
て
死

ぬ
、
殉
死
と
い
う
行
為
を
天
皇

が
禁
止
し
た
が
、
同
三
十
二
年

秋
七
月
に
皇
后
の
日ひ

葉ば

酢す

媛ひ
め

が

亡
く
な
っ
た
。
天
皇
は
、﹁
亡

き
人
に
殉
死
す
る
と
い
う
仕
方

は
、
良
く
な
い
こ
と
だ
と
前
に

知
っ
た
。
今
、
こ
の
度
の
葬
礼

に
は
ど
の
よ
う
に
し
た
ら
よ
か

ろ
う
か
﹂
と
言
っ
た
。
野
見
宿

禰
は
使
者
を
遣
わ
し
て
、
出
雲

国
の
土
部
百
人
を
召
し
寄
せ
、

自
ら
土
部
ら
を
使
っ
て
埴
土
を

取
り
、
人
や
馬
、
そ
の
他
い
ろ

い
ろ
な
も
の
の
形
を
し
た
埴
輪
を
作
っ
て
、
以
後
こ
れ
ら
を
人
の
代
わ
り
に
陵
墓
に

置
い
て
後
世
の
法
に
し
た
。
天
皇
は
そ
の
功
を
賞
し
て
、
土
師
の
姓
を
授
け
た
。
土

師
氏
は
代
々
天
皇
の
葬
儀
を
司
り
、
後
に
大
江
氏
や
菅
原
氏
に
姓
を
改
め
た
。
し
た

が
っ
て
、
菅
原
道
真
、
大
江
広
元
な
ど
は
野
見
宿
禰
の
子
孫
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

な
お
、
フ
リ
ー
百
科
事
典
﹃
ウ
ィ
キ
ペ
デ
ィ
ア
︵W

ikipedia

）﹄
の
﹁
野
見
宿
禰

神
社
﹂
の
項
に
よ
る
と
、兵
庫
県
龍
野
市
、東
京
都
墨
田
区
に
野
見
宿
禰
神
社
が
あ
っ

て
、
龍
野
市
の
野
見
宿
禰
神
社
は
、
そ
こ
で
病
没
し
た
野
見
宿
禰
を
葬
っ
た
場
所
に

建
て
ら
れ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

　

無
駄
安
留
記
の
徳
尾
森
の
絵
の
右
上
に
﹁
武
王
大
明
神
﹂
と
記
さ
れ
て
い
る
。
武

王
と
は
普
通
は
中
国
周
王
朝
の
創
始
者
を
い
う
。
こ
こ
で
の
武
王
と
は
恐
ら
く
本
来

の
意
味
で
は
な
く
、﹁
も
の
の
ふ
の
お
う
﹂
と
い
う
意
味
で
、
相
撲
の
創
始
者
と
言

わ
れ
て
い
る
野
見
宿
禰
を
指
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
と
考
え
た
。
大
明
神

と
は
神
号
の
ひ
と
つ
で
、
明
神
と
い
う
崇
敬
の
言
葉
に
大
を
冠
し
て
さ
ら
に
尊
ん
だ

称
号
で
あ
る
。

　

大
野
見
宿
禰
命
神
社
の
付
近
は
、
多
種
多
様
の
樹
木
が
群
生
し
て
お
り
、
小
鳥
た

ち
の
美
し
い
さ
え
ず
り
が
響
き
渡
っ
て
い
た
。空
気
は
澄
み
、静
謐
な
雰
囲
気
が
漂
っ

て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
場
所
だ
か
ら
こ
そ
、
神
聖
な
建
物
が
存
在
す
る
の
だ
ろ
う
。

こ
れ
か
ら
も
、
徳
尾
に
古
く
か
ら
残
る
貴
重
な
神
社
と
し
て
、
大
切
に
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
だ
と
思
っ
た
。

︵
中
津　

義
純
）
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湖
山
邑　

霞
ノ
郷

和
泉
式
部
胞
衣
塚

　

湖
山
村
は
、
賀
露
村
の
南
、
湖
山
池
の
北
東
岸
に
あ
る
。
湖
山
池
か
ら
流
れ
出
る

湖
山
川
に
は
東
流
し
た
の
ち
北
北
東
に
流
れ
る
古
川
と
流
出
口
か
ら
直
線
的
に
北
西

に
流
れ
る
新
川
が
あ
り
、
途
中
で
合
流
し
て
北
東
に
流
れ
る
。
新
川
は
享
保
十
一
年

︵
一
七
二
六
）
の
凶
荒
に
際
し
て
、
郷
民
救
恤
の
た
め
の
事
業
と
し
て
初そ

ら覧
山
の
北

部
を
開
削
し
て
造
ら
れ
た
。
古
川
・
新
川
の
合
流
点
の
北
に
橋
が
か
か
り
、﹃
因
幡
志
﹄

に
よ
る
と
そ
の
西
詰
め
に
一
里
塚
が
あ
る
。
ま
た
寛
文
大
図
︵
倉
田
八
幡
宮
蔵
）
に

よ
れ
ば
、一
里
塚
の
西
に
茶
屋
が
あ
り
、初
覧
山
西
麓
に﹁
溝
口
村
ノ
跡
﹂、北
麓
に﹁
宇

文
﹂、
東
麓
か
ら
北
麓
に
か
け
て
は
集
落
を
描
い
て
﹁
小
山
村
﹂
と
記
し
集
落
東
端

の
小
丘
を
﹁
小
山
﹂
と
し
て
﹁
昔
ハ
此
村
、
宇
文
・
溝
ノ
口
ト
云
ニ
村
有
、
小
山
ト

ハ
山
之
名
也
﹂
と
注
記
し
て
あ
る
︵
以
上
﹃
鳥
取
県
の
地
名
﹄
に
よ
る
）。

　

和
泉
式
部
は
、
平
安
時
代
中
期
の
女
流
歌
人
で
、
中
古
三
十
六
歌
仙
の
一
人
で
あ

る
。天
元
元
年︵
九
七
八
）頃
に
誕
生
し
た
の
で
は
な
い
か
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、は
っ

き
り
と
は
分
か
っ
て
い
な
い
。
ま
た
、晩
年
の
詳
細
に
つ
い
て
も
分
か
っ
て
い
な
い
。

落
魄
し
、
都
を
で
て
流
浪
し
た
と
い
う
伝
承
が
あ
る
が
、
事
実
と
は
見
な
さ
れ
て
い

な
い
。

　

父
は
越
前
守
の
大
江
雅
致
、
母
は
平
保
衡
の
娘
で
あ
る
。
橘
道
貞
と
結
婚
し
、
歌

人
と
し
て
有
名
な
娘
の
小
式
部
内
侍
が
誕
生
す
る
。和
泉
式
部
の
本
名
は
不
明
だ
が
、
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一
条
天
皇
の
中
宮
彰
子
に
つ
か
え
た
際
、夫
の
道
貞
が
和
泉
守
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、

和
泉
式
部
と
い
う
女
房
名
を
付
け
ら
れ
た
。

　

そ
の
後
、
為
尊
親
王
、
次
い
で
そ
の
弟
の
敦
道
親
王
と
恋
を
し
、
の
ち
に
藤
原
保

昌
に
嫁
し
た
。
そ
の
よ
う
な
経
歴
か
ら
恋
の
歌
が
多
い
。
作
品
に
は
敦
道
親
王
と
の

交
際
の
顛
末
を
物
語
風
の
日
記
形
式
で
描
い
た
﹃
和
泉
式
部
日
記
﹄
が
あ
る
。
和
歌

は
﹃
和
泉
式
部
正
集
﹄﹃
和
泉
式
部
続
集
﹄
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

　

和
泉
式
部
の
胞え

な衣
塚
は
湖
山
町
南
の
民
家
の
間
の
、
生
け
垣
に
は
さ
ま
れ
た
狭
い

敷
地
内
に
あ
る
。
前
ペ
ー
ジ
の
右
は
﹃
因
幡
志
﹄
の
和
泉
式
部
胞
衣
塚
の
絵
、
左
の

写
真
は
現
在
の
和
泉
式
部
胞
衣
塚
で
あ
る
。

　

胞
衣
と
は
胎
児
を
包
ん
で
い
た
膜
と
胎
盤
の
こ
と
で
、
生
ま
れ
た
子
の
健
や
か
な

成
長
や
出
世
の
祈
っ
て
、
そ
れ
を
誕
生
し
た
土
地
に
埋
め
る
と
い
う
風
習
が
あ
っ

た
。
著
名
人
の
胞
衣
を
埋
め
た
と
伝
え
ら
れ
る
場
所
に
は
塚
が
た
て
ら
れ
る
こ
と
が

あ
り
、
そ
れ
を
胞
衣
塚
と
い
う
。

　

無
駄
安
留
記
に
は
、
和
泉
式
部
の
胞
衣
塚
に
つ
い
て
、

　

　
　

和
泉
式
部
胞
衣
塚
銘
曰

日
月
逝
矣　

千
載
誰
友　

春
霞
一
円　

徳
音
不
朽　
　
　
　

安
倍
恭
庵
建
之

と
あ
る
。
こ
れ
を
訳
す
と
、

　

和
泉
式
部
の
胞
衣
塚
に
書
か
れ
て
い
る
こ
と
に
は
、

月
日
は
去
る
。
長
い
年
月
、
誰
を
友
と
す
る
の
か
。
春
霞
が
一
帯
に
か
か
り
、
徳
音

は
長
く
残
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

安
倍
恭
庵
が
こ
れ
を
建
て
た
。

と
な
る
。

　
﹁
徳
音
﹂
と
は
、優
れ
て
い
る
と
い
う
噂
、良
い
評
判
の
意
で
、和
泉
式
部
の
名
歌
、

名
声
、
ま
た
は
春
霞
が
か
か
っ
た
美
し
い
景
色
の
こ
と
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る

が
は
っ
き
り
し
な
い
。

　

実
際
に
胞
衣
塚
に
行
っ
て
石
碑
を
調
べ
て
み
る
と
、

　
　
　

日
月
逝
矣　

千
載
誰
友　

春
霞
一
曲　

徳
音
不
朽

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

天
明
七
年
丁
未
五
月
朔
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

藩
侍
医　

恭
庵
安
陪
惟
親
識

と
、
無
駄
安
留
記
と
ほ
ぼ
同
じ
碑
文
が
あ
っ
た
が
、﹁
春
霞
一
円
﹂
が
﹁
春
霞
一
曲
﹂

に
、﹁
安
倍
恭
庵
﹂
が
﹁
恭
庵
安
陪
惟
親
﹂
に
、﹁
建
之
﹂
が
﹁
識
﹂
に
な
っ
て
い
る

な
ど
、
異
な
っ
て
い
る
部
分
が
あ
る
。
ど
う
し
て
こ
の
よ
う
な
違
い
が
生
じ
た
か
確

か
な
こ
と
は
わ
か
ら
な
い
が
、
碑
が
作
り
変
え
ら
れ
た
記
録
は
な
い
の
で
、
無
駄
安

留
記
の
誤
り
で
あ
る
可
能
性
が
大
き
い
。

和
泉
式
部
産
湯
井
戸

　
﹃
因
幡
志
﹄
に
、

新
川
の
圯
︹
池
口
の
下
二
三
町
︺
の
向
ふ
西
角
の
茶
屋
の
後
ろ
に
あ
り
。
昔
は

板
屋
某
と
云
ふ
者
の
屋
敷
な
り
。
古
き
井
な
り
︹
長
さ
六
七
尺
横
四
尺
許
深

四
五
尺
︺。
和
泉
式
部
産
湯
の
水
と
呼
び
伝
ふ
。
式
部
生
ま
れ
し
時
産
湯
に
汲

み
し
井
な
り
と
。
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と
あ
る
井
戸
で
あ
る
。﹁
圯
﹂
は
、
橋
、
土
橋
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
現
在
で
は
、

湖
山
小
学
校
の
裏
の
坂
道
を
東
へ
く
だ
っ
た
と
こ
ろ
に
あ
る
湖
山
川
の
北
西
側
の
民

家
の
間
に
あ
っ
た
。
今
も
近
く
に
橋
が
あ
る
。﹃
因
幡
志
﹄
は
さ
ら
に
続
け
て
、﹁
水

清
潔
に
し
て
旱
魃
と
雖
も
水
涸
る
ゝ
事
な
し
。
恒
に
た
ゝ
ゑ
て
平
地
に
湧
く
る
。
村

民
之
れ
を
日
用
と
せ
り
。
今
此
地
を
宇
文
を
云
ふ
は
産
水
の
仮
書
な
る
べ
し
。﹂
と
、

当
時
の
井
戸
の
様
子
を
記
し
て
い
る
。

　

無
駄
安
留
記
に
次
の
よ
う
な
歌
が
記
さ
れ
て
い
る
。

春
来
て
は
花
の
都
を
見
て
も
尚
霞
の
里
の
名
残
を
ぞ
思
ふ

　

こ
れ
を
現
代
語
訳
す
る
と
、﹁
春
が
来
て
、
花
の
都
を
見
て
も
、
や
は
り
霞
の
里

が
思
い
出
さ
れ
る
こ
と
だ
﹂
と
な
る
。
こ
の
歌
を
、
和
泉
式
部
が
望
郷
の
思
い
を
詠

ん
だ
歌
と
解
釈
し
、
こ
れ
に
基
づ
い
て
、
湖
山
村
は
か
つ
て
﹁
霞
の
里
﹂
と
呼
ば
れ

た
と
も
い
わ
れ
る
。
し
か
し
、
こ
の
歌
の
も
と
に
な
っ
た
﹁
春
立
て
ば
花
の
都
を
見

て
も
な
ほ
霞
の
里
に
心
を
ぞ
や
る
﹂
が
﹁
式
部
﹂
の
歌
と
し
て
出
詠
さ
れ
た
祐
子
内

親
王
名
所
歌
合
は
、萩
谷
朴
﹃
平
安
朝
歌
合
大
成　

増
補
新
訂
第
二
巻
﹄
に
よ
れ
ば
、

康
平
四
年
︵
一
〇
六
一
）
に
開
か
れ
て
い
る
が
、
そ
の
時
、
和
泉
式
部
は
お
そ
ら
く

既
に
没
し
て
お
り
、詠
者
の
﹁
式
部
﹂
は
和
泉
式
部
と
は
別
人
と
推
測
さ
れ
る
。﹁
霞

の
里
﹂
に
つ
い
て
も
、
地
名
で
は
な
く
﹁
春
霞
の
た
ち
こ
め
た
里
﹂
と
い
う
意
味
に

も
と
れ
る
し
、地
名
だ
と
し
て
も
従
来
か
ら
常
陸
国
︵
現
在
の
千
葉
県
）
の
霞
の
浦
、

武
蔵
国
︵
現
在
の
埼
玉
県
）
西
多
摩
郡
海
田
郷
霞
な
ど
が
候
補
と
し
て
あ
げ
ら
れ
て

お
り
、
湖
山
を
さ
す
か
ど
う
か
わ
か
ら
な
い
。
も
し
も
和
泉
式
部
が
言
い
伝
え
の
よ

う
に
湖
山
で
生
ま
れ
た
の
だ
っ
た
と
し
た
ら
霞
の
里
は
湖
山
を
さ
す
可
能
性
も
あ
る

が
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
次
に
記
す
。
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和
泉
式
部
と
湖
山

　

先
に
述
べ
た
よ
う
に
、無
駄
安
留
記
に
描
か
れ
て
い
る
産
水
の
井
戸
と
胞
衣
塚
は
、

現
在
も
湖
山
に
残
っ
て
い
る
。
そ
れ
で
は
、
和
泉
式
部
は
湖
山
で
生
ま
れ
た
と
い
う

こ
と
で
あ
ろ
う
か
。

　
﹃
因
幡
志
﹄
に
、
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

　

天
安
中
大
江
定
基
因
幡
守
た
り
し
事
國
史
に
見
え
ず
、
按
る
に
、
職
原
抄
納

言
以
上
左
遷
の
時
諸
國
の
權
の
守
に
任
ず
、
是
を
貶
謫
と
云
ふ
、
有
罰
減
官
な

り
と
あ
り
、
此
貶
謫
の
事
諸
國
史
に
漏
れ
た
る
少
か
ら
ず
、
定
基
當
國
に
任
の

事
さ
あ
る
故
に
て
も
あ
る
に
や
、
又
拾
芥
抄
に
、
和
泉
式
部
は
大
江
雅
政
の
女
、

母
は
越
中
守
保
衡
女
也
、
和
泉
守
道
貞
妻
な
る
に
依
て
和
泉
式
部
と
云
ふ
と
、

然
る
に
後
水
尾
院
御
講
釋
飛
鳥
井
雅
章
郷
聞
書
に
、
和
泉
式
部
は
大
江
雅
政
女

と
あ
れ
ど
も
大
江
氏
に
此
雅
政
が
傳
見
へ
ず
と
あ
れ
ば
、
縁
起
に
定
基
女
と
あ

る
は
據
な
る
べ
し
、
又
日
本
史
に
定
基
は
阿
保
親
王
五
世
中
納
言
維
時
の
孫
な

り
、
圖
書
頭
三
河
守
從
五
位
下
長
保
六
年
入
唐
、
寛
和
二
年
六
月
出
家
す
、
法

名
寂
昭
號
圓
通
大
師
と
あ
れ
ば
、
系
圖
に
も
明
か
な
り
、
但
し
定
基
初
名
雅
政

な
る
も
知
る
べ
か
ら
ず

　

現
代
語
に
訳
す
と
、
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

　

天
安
年
中
に
大
江
定
基
が
因
幡
守
で
あ
っ
た
こ
と
は
国
史
に
の
っ
て
い
な
い
。
し

か
し
職
原
抄
に
よ
る
と
、
納
言
以
上
の
者
が
左
遷
の
時
、
諸
国
の
権
の
守
に
任
命
し

た
。
こ
れ
を
貶
謫
と
い
い
、
罰
が
あ
り
官
位
が
下
が
る
。
こ
の
貶
謫
の
こ
と
は
諸
国

史
に
漏
れ
て
い
た
こ
と
が
少
な
か
ら
ず
あ
る
た
め
、
定
基
が
因
幡
守
に
任
命
さ
れ
た

こ
と
も
、
そ
の
よ
う
な
理
由
に
よ
る
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
ま
た
拾
芥
抄
に
、
和

泉
式
部
は
大
江
雅
政
の
娘
、
母
は
越
中
守
の
保
衡
の
娘
で
あ
り
、
和
泉
守
の
道
貞
の

妻
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
和
泉
式
部
と
い
う
と
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
後
水
尾
院
御
講
釋

飛
鳥
井
雅
章
郷
聞
書
に
よ
れ
ば
、
和
泉
式
部
は
大
江
雅
政
の
娘
と
あ
っ
て
も
、
大
江

氏
に
こ
の
雅
政
が
伝
わ
っ
て
い
な
い
と
あ
る
の
で
、
縁
起
に
定
基
の
娘
と
あ
る
の
は

根
拠
に
な
る
。
ま
た
日
本
史
に
、
定
基
は
阿
保
親
王
五
世
中
納
言
維
時
の
孫
で
、
図

書
頭
三
河
守
従
五
位
下
、
長
保
六
年
に
入
唐
し
、
寛
和
二
年
六
月
に
出
家
、
法
名
寂

昭
、
号
円
通
大
師
と
あ
る
の
で
、
系
図
に
も
明
ら
か
で
あ
る
。
た
だ
し
、
定
基
の
初

名
が
雅
政
で
あ
る
こ
と
ま
で
も
分
か
る
は
ず
が
な
い
。

　

こ
れ
に
よ
る
と
、
和
泉
式
部
の
父
で
あ
る
大
江
雅
致
と
は
後
の
大
江
定
基
の
こ
と

で
あ
り
、記
録
に
は
残
っ
て
い
な
い
が
定
基
は
因
幡
守
に
任
命
さ
れ
た
。
さ
ら
に﹃
因

幡
志
﹄
に
は
、
定
基
の
屋
敷
跡
が
湖
山
に
存
在
す
る
と
い
う
記
述
も
あ
り
、
そ
の
こ

と
か
ら
娘
で
あ
る
和
泉
式
部
も
湖
山
で
誕
生
し
た
と
言
え
る
と
書
か
れ
て
い
る
。
し

か
し
こ
の
、
大
江
雅
致
と
大
江
定
基
が
同
一
人
物
で
あ
る
と
い
う
記
述
は
誤
り
で
あ

り
、
定
基
は
和
泉
式
部
の
父
親
で
は
な
い
。
ま
た
﹃
因
幡
志
﹄
よ
り
古
い
﹃
稲
葉
民

談
記
﹄
に
は
、
和
泉
式
部
が
因
幡
で
生
ま
れ
た
と
い
う
こ
と
は
書
か
れ
て
い
な
い
。

そ
れ
で
は
何
故
、
湖
山
に
井
戸
と
塚
が
残
っ
て
い
る
の
か
。

　

和
泉
式
部
の
も
の
だ
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
墓
や
屋
敷
跡
、
逸
話
な
ど
は
、
鳥
取
県

に
限
ら
ず
、
京
都
府
や
大
阪
府
、
兵
庫
県
、
長
野
県
、
徳
島
県
、
佐
賀
県
な
ど
全
国

各
地
に
存
在
す
る
。
そ
の
例
と
し
て
、﹃
因
幡
志
﹄
に
も
書
か
れ
て
い
る
、
美
濃
国

︵
岐
阜
県
）
可
児
郡
井
尻
村
の
墓
が
あ
る
。
こ
の
墓
は
、
元
文
五
年
︵
一
七
四
〇
）

に
七
百
年
忌
と
い
う
こ
と
で
建
て
ら
れ
、
そ
の
碑
石
は
自
然
石
で
、
高
さ
五
尺
八
寸
、

表
面
は
右
に
﹁
寛
仁
三
己
末
天
﹂・
中
央
に
﹁
い
づ
み
式
部
廟
所
﹂・
左
に
﹁
ひ
と
り

さ
へ
渡
れ
は
し
つ
む
う
き
は
し
に
あ
と
な
る
人
は
し
は
し
と
ゝ
ま
れ
﹂
と
い
う
辞
世



24

無駄安留記隊報告書 2008

の
歌
が
刻
ま
れ
て
い
る
。
ま
た
、
陸
奥
磐
城
︵
福
島
県
）
に
は
湖
山
の
産
水
の
井
戸

の
よ
う
に
、
和
泉
式
部
が
生
ま
れ
た
と
き
産
湯
と
し
て
使
わ
れ
た
と
い
わ
れ
る
﹁
小

和
清
水
﹂
と
﹁
沢
井
の
清
水
﹂
が
あ
る
。﹁
小
和
清
水
﹂
は
、
玉
世
姫
︵
後
の
和
泉

式
部
）
誕
生
の
際
に
産
湯
に
使
っ
た
と
伝
え
ら
れ
る
も
の
で
、
以
前
は
石
組
み
の
井

戸
の
よ
う
で
あ
っ
た
が
、
現
在
は
古
木
の
下
の
二
つ
の
大
き
な
石
組
み
の
間
の
細
い

管
か
ら
少
し
ず
つ
水
が
出
て
い
る
状
態
で
あ
る
。
後
方
に
は
高
さ
一
五
四
セ
ン
チ
・

幅
三
一
セ
ン
チ
・
厚
さ
二
八
セ
ン
チ
の
角
柱
形
の
泉
式
部
碑
が
あ
り
、
正
面
に
は
漢

文
体
の
撰
文
が
五
行
刻
ま
れ
、
右
側
面
に
は
﹁
薄
墨
の
桜
は
い
ま
も
さ
き
に
け
り　

身
は
ふ
り
ぬ
と
も
名
こ
そ
栄
ゆ
れ
﹂
と
刻
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
歌
は
、
伝
説
に
お
け

る
玉
世
姫
︵
後
の
和
泉
式
部
）
が
清
水
の
あ
る
里
を
出
る
時
に
、
植
え
て
お
い
た
桜

の
木
に
薄
墨
色
の
花
が
咲
い
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。﹁
沢
井
の
清
水
﹂
は
、
石
で

囲
ま
れ
た
小
さ
な
清
水
で
、
こ
れ
も
ま
た
和
泉
式
部
が
生
ま
れ
た
際
に
産
湯
と
し
て

使
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
︵
西
條
静
夫
﹃
和
泉
式
部
伝
説
と
そ
の
古
跡　

下
巻
︿
山

陽
・
紀
勢
・
陸
奥
編
﹀）。

　

こ
の
よ
う
に
、和
泉
式
部
に
関
す
る
伝
説
が
各
地
に
残
っ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、

柳
田
國
男
は
﹁
式
部
の
伝
説
を
語
り
物
に
し
て
歩
く
、
京
都
誓
願
寺
に
属
す
る
女
性

た
ち
が
、
中
世
に
諸
国
を
く
ま
な
く
巡
っ
た
た
め
で
あ
る
。﹂
と
述
べ
て
い
る
︵﹃
柳

田
國
男
全
集　

六
﹄﹁
女
性
と
民
間
伝
承
﹂）。
ま
た
、
国
府
町
の
円
城
寺
が
そ
の
よ

う
な
女
性
唱
導
者
の
拠
点
の
一
つ
で
あ
っ
た
と
も
言
わ
れ
て
い
る
︵﹃
鳥
取
県
大
百

科
事
典
﹄﹁
和
泉
式
部
伝
説
﹂）。湖
山
に
産
水
の
井
戸
や
胞
衣
塚
が
残
っ
て
い
る
の
も
、

そ
の
よ
う
な
理
由
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

︵
植
田　

裕
子
・
角
谷　

照
代
）
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湖
上
八
勝

え
ば
、﹃
鳥
取
県
史　

第
七
巻
﹄
よ
れ
ば
、
藩
主
は
何
度
も
湖
山
に
鷹
狩
り
に
来
て

い
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
文
化
九
年
九
月
・
十
月
の
と
こ
ろ
に
は
次
の
よ
う
に

記
さ
れ
て
る
。

　
　

九
月
十
四
日

　
　
　

湖
山
に
て
御
弁
当
、
湖
山
に
て
御
鷹
野
。

　
　

同
十
八
日

　
　
　

安
長
よ
り
湖
山
御
鷹
野
。

　
　

同
廿
五
日

　
　
　

湖
山
へ
御
鷹
野
。

　
　

十
月
十
日

　
　
　

湖
山
へ
御
鷹
野
。

　
　

同
十
九
日

　
　
　

湖
山
へ
御
鷹
野
。

　
　

同
廿
九
日

　
　
　

古
海
よ
り
湖
山
へ
御
鷹
野
。

　

ま
た
、﹃
贈
従
一
位
池
田
慶
徳
公
御
伝
記　

五
﹄
に
は
、、
明
治
二
年
︵
一
八
六
九
）

藩
主
が
鴨
猟
に
来
て
い
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

九
月
二
十
六
日　

公
、
福
本
従
五
位
と
湖
山
・
吉
岡
に
遊
ば
る
。

　

湖
上
八
勝
と
は
、﹁
湖
の
ほ
と
り
︵
湖
上
）
の
、
八
つ
の
優
れ
た
景
色
︵
八
勝
）﹂

と
い
う
意
味
で
あ
る
。
一
般
に
八
景
は
次
の
よ
う
な
八
つ
の
テ
ー
マ
か
ら
な
っ
て
お

り
、
湖
上
八
勝
も
こ
の
型
を
ふ
ま
え
て
い
る
。

　

落
雁
…
…
秋
の
雁
が
鍵
に
な
っ
て
干
潟
に
舞
い
降
り
て
く
る
風
景

　

暮
雪
…
…
日
暮
れ
の
河
の
上
に
舞
い
降
り
る
雪
の
風
景

　

帰
帆
…
…
帆
か
け
舟
が
夕
暮
れ
ど
き
に
遠
方
よ
り
戻
っ
て
く
る
風
景

　

晩
鐘
…
…
夕
霧
に
煙
る
遠
く
の
寺
よ
り
と
ど
く
鐘
の
音
を
聞
き
な
が
ら
迎
え
る
夜

　

夜
雨
…
…
川
の
上
に
も
の
さ
び
し
く
降
る
夜
の
雨
の
風
景

　

夕
照
…
…
夕
焼
け
に
染
ま
る
う
ら
寂
し
い
漁
村
の
風
景

　

晴
嵐
…
…
山
里
が
山
霞
に
煙
っ
て
見
え
る
風
景

　

秋
月
…
…
湖
の
上
に
冴
え
わ
た
る
秋
の
月

　

こ
れ
は
中
国
の
中
国
の
洞
庭
湖
周
辺
八
カ
所
の
美
景
を
と
り
あ
げ
た
瀟
し
よ
う
し
よ
う湘

八
景

が
起
源
と
な
っ
て
い
る
。
あ
る
地
域
や
場
所
の
、
同
じ
レ
ベ
ル
の
範
囲
︵
村
な
ら
八

つ
の
村
、
字あ
ざ

な
ら
八
つ
の
字
な
ど
）
か
ら
、
こ
れ
ら
八
つ
の
テ
ー
マ
に
ふ
さ
わ
し
い

佳
景
を
選
び
、
そ
れ
ぞ
れ
の
好
み
や
教
養
に
応
じ
て
、
瀟
湘
八
景
を
は
じ
め
と
す
る

名
所
の
風
景
や
そ
れ
ら
を
詠
ん
だ
詩
歌
な
ど
と
重
ね
合
わ
せ
な
が
ら
鑑
賞
す
る
の
で

あ
る
。
日
本
で
は
近
江
八
景
、
金
沢
八
景
な
ど
が
あ
る
。

　

江
戸
時
代
後
期
、
湖
山
に
は
茶
屋
が
あ
っ
た
こ
と
も
関
係
し
て
、
藩
主
が
鷹
狩
り

や
鴨
猟
な
ど
を
し
に
頻
繁
に
湖
山
に
訪
れ
て
い
た
と
い
う
記
録
が
残
っ
て
い
る
。
例
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公
、
六
つ
時
供
揃
、
御
乗
切
に

て
、
福
本
従
五
位
・
若
殿
と
御
同

道
、
湖
山
に
て
御
出
遊
あ
り
。
鴨

猟
の
御
慰
に
て
、真
鴨
二
十
六
羽
、

小
鴨
・
お
し
鴨
各
一
羽
を
獲
ら
る
。

御
弁
当
後
、
御
同
舩
に
て
松
原
に

至
り
て
御
上
陸
、
吉
岡
御
茶
屋
に

て
御
小
弁
当
あ
り
。

　

さ
ら
に
ま
た
、
こ
れ
に
関
し
て
は
、

﹃
日
本
歴
史
地
名
大
系
第
三
二
巻　

鳥

取
県
の
地
名
﹄
に
、﹁
文
化
十
二
年
湖

山
村
に
藩
主
の
鷹
狩
り
の
た
め
の
鴨

堀
が
造
ら
れ
る
﹂
と
あ
る
。
こ
の
こ
と

か
ら
湖
山
が
名
所
と
な
り
、
湖
山
池
が

選
ば
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ

る
。

　

た
だ
し
、
何
時
ご
ろ
ど
の
よ
う
に
し

て
選
ば
れ
た
の
か
分
か
ら
な
い
し
、
湖

上
八
勝
に
は
そ
れ
ぞ
れ
に
一
首
ず
つ
和

　

次
に
湖
上
八
勝
と
和
歌
を
挙
げ
る
。

野
崎
落
雁　

群
松
の
そ
の
琴
柱
か
と
見
る
計

野
ざ
き
に
連
て
落
る
雁
が
ね

矢
山
暮
雪　

武
士
の
矢
山
の
雪
の
夕
暮
れ
は

弓
と
た
わ
め
る
磯
の
枯
れ
あ
し

三
津
帰
帆　

沖
つ
風
い
た
く
吹
く
ら
ん
山
蜂
の

三
津
の
浦
は
に
帰
る
釣
ぶ
ね

福
井
晩
鐘　

山
風
の
ふ
く
ゐ
の
寺
の
入
相
に

磯
う
つ
浪
の
花
や
散
ら
む

松
原
野
雨　

夜
の
雨
は
芦
の
音
づ
れ
ば
か
り
に
て

人
ま
つ
原
の
里
ぞ
し
づ
け
き

高
住
夕
照　

高
ず
み
や
夕
日
に
浪
は
染
な
が
ら

そ
ま
ら
で
青
き
嶋
が
ね
の
松

布
施
春
嵐　

雲
を
な
す
あ
ぢ
む
ら
ま
で
も
逃
げ
て
鳧

け
ふ
つ
は
も
の
を
ふ
せ
の
嵐
に

湖
山
秋
月　

小
山
田
の
濁
に
し
ま
ぬ
か
げ
見
え
て

湖
遠
く
す
み
わ
た
る
月

歌
が
そ
え
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
作
者

も
わ
か
ら
な
い
。
ま
た
、
湖
上
八
勝
に

先
立
つ
も
の
と
し
て
、
上
野
忠
親
﹁
因

州
湖
山
三
七
景
舟
行
﹂︵﹃
木
鼠
翁
随
筆
﹄
巻
之
十
）
に
見
え
る
﹁
湖
山
三
七
景
﹂︵﹁
七

浦
七
嶋
七
崎
﹂）
が
あ
る
が
、
こ
れ
と
の
関
係
も
未
詳
で
あ
る
。
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今
年
度
は
こ
れ
ら
の
中
か
ら
﹁
野
崎
落
雁
﹂﹁
福
井
晩
鐘
﹂
を
と
り
あ
げ
る
。
前

者
は
現
在
は
っ
き
り
と
わ
か
ら
な
く
な
っ
て
い
る
﹁
野
崎
﹂
と
い
う
場
所
が
ど
こ
な

の
か
考
え
て
み
た
い
か
ら
で
あ
り
、後
者
は
晩
鐘
を
鳴
ら
す
寺
が
特
定
で
き
た
の
で
、

そ
れ
を
報
告
す
る
た
め
で
あ
る
。

　

な
お
、現
在
鳥
取
市
の
﹁
湖
山
池
周
辺
地
域
公
園
構
想
﹂
の
う
ち
﹁
霞
の
里
構
想
﹂

の
一
環
と
し
て
、
次
の
よ
う
に
旧
来
の
八
景
と
は
様
変
わ
り
し
た
新
し
い
﹁
湖
山
池

八
景
﹂
が
選
定
さ
れ
て
い
る
。

　

・
湖
山
池
と
山
　々
︿
湖
山
町
西
﹀

　

・
中
国
山
脈
と
石
が
ま
漁
︵
１
～
２
月
）　
︿
三
津
﹀

　

・
日
の
出
絶
景　
︿
福
井
﹀

　

・
湖
山
池
と
島
々
の
絶
景　
︿
防
己
尾
城
址
﹀

　

・
湖
山
池
と
日
本
海
を
一
望　
︿
青
島
﹀

　

・
夕
日
絶
景　
︿
桂
見
﹀

　

・
夕
日
絶
景　
︿
天
神
山
城
址
﹀

　

・
夕
日
・
湖
山
池
の
葦
群　
︿
湖
山
町
南
﹀

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
︵﹁
湖
山
池
八
景
﹂
案
内
板
に
よ
る
）

︵
上
田　

望
元
）

湖
山
秋
月

野
崎
落
雁

三
津
帰
帆

福
井
晩
鐘

松
原
野
雨

矢
山
暮
雪

高
住
夕
照

布
施
春
嵐
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野
崎
落
雁

　

無
駄
安
留
記
の
、
湖
山
池
の
景
色
に
つ
い
て
の
記
述
や
湖
上
八
勝
に
、
次
の
よ
う

に
﹁
野
崎
﹂
が
出
て
く
る
。

　

是
池
湖
水
の
風
景
最
勝
の
境
。
新
古
の
川
水
左
右
に
流
れ
向
ハ
野
崎サ
キ

の
小
松

数
万
叢
生
砂
漠
ニ
は
ら
ば
ひ
て
左
ハ
布
施
の
天
神
山
山
王
の
社
村ム

ラ落
︵
後
略
）

野
崎
落
雁　

群ム
ラ

松
の
そ
の
琴コ

ト

ヂ柱
か
と
見
る
計

野
さ
き
に
連
て
落
る
雁
が
ね

　

こ
の
﹁
野
崎
﹂
は
土
地
の
呼
び
名
だ

と
思
わ
れ
る
が
、
現
在
、
湖
山
池
周
辺

に
野
崎
と
い
う
地
名
は
残
っ
て
い
な

い
。
江
戸
時
代
に
は
存
在
し
た
名
が
、

何
ら
か
の
理
由
で
消
滅
し
た
と
考
え

ら
れ
る
。

　

野
崎
の
場
所
に
つ
い
て
、
龍
福
寺
の

御
住
職
に
紹
介
し
て
い
た
だ
い
た
方

の
話
に
よ
る
と
、
湖
山
池
の
南
東
、
猫

島
の
東
側
に
位
置
す
る
、
現
在
の
高
住

︵
の
中
で
も
特
に
高
江
町
と
言
わ
れ
て

い
る
地
域
）
の
小
さ
な
岬
の
辺
り
を
、

以
前
は
野
崎
と
呼
ん
で
い
た
と
い
う

こ
と
だ
。

　

し
か
し
、
湖
上
八
勝
に
出
て
く
る
地

名
の
順
番
を
考
え
る
と
、
野
崎
を
除
く

七
ヵ
所
は
、
矢
山
↓
三
津
↓
松
原
↓
高

住
↓
布
施
↓
湖
山
と
、
湖
山
池
を
反
時

計
回
り
に
一
周
し
て
い
る
︵
湖
上
八
勝

の
地
図
参
照
）。
し
た
が
っ
て
、
野
崎

は
矢
山
と
湖
山
︵
こ
こ
で
は
湖
山
神
社

付
近
と
考
え
る
）
の
間
で
、
湖
山
よ
り

も
北
の
岸
に
あ
る
の
が
自
然
で
あ
る
。

　

ま
た
、
野
崎
の
和
歌
の
テ
ー

マ
で
あ
る
﹁
落
雁
﹂
は
、
も
と

も
と
は
﹁
秋
の
雁
が
鍵
状
に
並

ん
で
干
潟
に
舞
い
降
り
て
く
る

風
景
﹂
の
こ
と
で
あ
る
。
湖
山

池
周
辺
の
、
干
潟
に
似
た
、
鳥
が
よ
く
見
ら
れ
る
場
所
と
し
て
、
次
頁
写
真
の
現
在

鳥
取
大
学
の
建
物
が
建
っ
て
い
る
付
近
の
大
き
な
岬
、
葦
が
群
生
し
て
い
る
場
所
が

挙
げ
ら
れ
る
。
こ
の
場
所
は
前
述
の
湖
上
八
勝
の
並
び
方
に
合
っ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
無
駄
安
留
記
の
本
文
中
に
﹁
新
古
の
川
左
右
に
流
れ
向
は
野
崎
の
小
松

数
万
叢
生
﹂
と
あ
る
。
こ
れ
は
新
川
と
古
川
の
間
の
地
域
か
ら
湖
山
池
を
見
た
景
色

の
説
明
だ
と
考
え
ら
れ
る
が
、
新
川
と
古
川
の
間
に
位
置
す
る
湖
山
神
社
が
あ
る
山

か
ら
湖
山
池
を
見
た
時
に
、
正
面
に
あ
っ
て
最
も
目
に
つ
く
の
は
、
上
の
写
真
の
鳥

取
大
学
付
近
の
岬
で
あ
る
。

　

そ
し
て
、無
駄
安
留
記
の
絵
の
中
に
、﹁
ノ
サ
キ
﹂
と
示
さ
れ
た
場
所
が
出
て
く
る
。

厳
密
に
い
え
ば
現
在
の
地
形
と
異
な
る
点
は
あ
る
が
、
他
の
地
名
と
の
位
置
関
係
か
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ら
考
え
て
も
、
野
崎
は
鳥
取
大
学
の
近
く
の
よ
う
で
あ

る
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
野
崎
と
い
う
地
名
が
実
際
に
存

在
し
た
の
か
、
そ
れ
が
ど
こ
な
の
か
は
は
っ
き
り
と
知

る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
少
な
く
と
も
無
駄
安
留
記
の

中
で
の
野
崎
は
湖
山
池
東
側
の
岬
、
鳥
取
大
学
の
近
く

を
指
し
、
野
崎
落
雁
の
和
歌
も
、
葦
が
生
え
て
い
る
辺

り
に
鳥
が
い
る
風
景
を
詠
ん
だ
も
の
だ
と
考
え
ら
れ

る
。
ま
た
、
池
の
景
色
の
記
述
と
、
湖
上
八
勝
の
野
崎
落
雁
の
和
歌
の
両
方
に
松
が

登
場
す
る
こ
と
か
ら
、
野
崎
は
松
が
多
く
生
え
て
い
る
こ
と
で
有
名
だ
っ
た
と
も
考

え
ら
れ
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
︵
白
岩　

佳
）

福
井
晩
鐘

　
　

　

無
駄
安
留
記
に
記
載
さ
れ
る
湖
上
八
勝
の
和
歌
の
う
ち
、﹁
福
井
晩
鐘
﹂
は
次
の

よ
う
に
詠
ま
れ
て
い
る
。

山
風
の
ふ
く
ゐ
の
寺
の
入
相
に

　
　

磯
う
つ
浪
の
花
や
散
ら
む

　

こ
れ
を
現
代
語
訳
す
る
と
、﹁
山
風
が
吹
く
福
井
の
寺
で
う
つ
入
相
の
鐘
の
音
︵
が

聞
こ
え
る
。
こ
の
鐘
の
音
）
に
つ
れ
て
、
福
井
で
は
磯
に
寄
せ
る
浪
の
花
が
散
っ
て

い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。﹂
と
な
る
。

　

こ
の
和
歌
の
中
に
登
場
す
る
﹁
ふ
く
ゐ
の
寺
﹂
と
は
、後
に
詳
し
く
説
明
す
る
が
、

福
井
村
の
池
前
山
龍
福
寺
の
こ
と
と
考
え
ら
れ
る
。

　

福
井
村
と
は
現
鳥
取
市
福
井
に
あ
た
る
。
湖
山
西
岸
の
集
落
で
、
大
畠
村
︵
現
在

の
鳥
取
市
大
畠
）
の
北
に
位
置
し
、
南
西
に
は
気
多
郡
境
付
近
ま
で
辛
川
谷
が
延
び

て
い
る
。
そ
の
谷
の
中
部
に
支
村
で
あ
る
辛
川(

唐
川)

が
あ
り
、
最
奥
部
に
は
鴈

津
が
あ
る
︵﹃
因
幡
志
﹄）。
永
禄
六
年
︵
一
五
六
三
）
四
月
十
一
日
に
は
山
名
豊
数

か
ら
中
村
鍋
法
師
丸
に
高
草
郡
の
﹁
福
井
村
之
内
寺
分
﹂
一
〇
〇
石
な
ど
が
宛
行
さ

れ
た
︵﹁
山
名
豊
数
宛
行
状
﹂
中
村
文
書
）。
龍
福
寺
は
こ
の
山
名
豊
数
宛
行
状
に
み

え
る
﹁
福
井
村
之
内
寺
分
﹂
で
あ
る
こ
の
寺
と
関
連
が
あ
る
か
と
も
推
定
さ
れ
る
。

ま
た
、
文
政
八
年
︵
一
八
二
五
）
三
津
村
の
龍
ヶ
崎
浜
で
龍
福
寺
の
鐘
が
改
鋳
さ
れ

た
が
、
龍
福
寺
は
こ
の
時
城
下
端
々
に
辻
札
を
立
て
る
こ
と
を
許
さ
れ
、
同
時
に
水

施
餓
鬼
を
催
す
こ
と
も
認
め
ら
れ
た
︵
以
上
﹃
鳥
取
県
の
地
名
﹄
に
よ
る
）。

　

池
前
山
龍
福
寺
は
天
正
十
四
年
︵
一
五
八
六
）
に
開
創
さ
れ
、
紹
木
全
継
大
和

尚
︵
し
ょ
う
も
く
ぜ
ん
け
い
だ
い
お
し
ょ
う
）
が
開
山
し
た
。
宗
派
は
曹
洞
宗
で
あ

る
。
現
存
す
る
諸
堂
建
立
年
は
本
堂
が
寛
政
八
年
︵
一
七
九
六
）、
開
山
堂
が
昭
和

五
十
四
年
︵
一
九
七
九
）
で
あ
り
、
鐘
楼
は
文
政
八
年
︵
一
八
二
五
）、
庫
裡
は
昭

和
五
十
七
年
︵
一
九
八
二
）
で
あ
る
。
開
山
堂
と
は
開
山
者
、
す
な
わ
ち
こ
の
寺
に

お
い
て
は
紹
木
全
継
大
和
尚
を
祀
っ
た

お
堂
で
あ
る
︵
境
内
案
内
板
）。

　

龍
福
寺
に
あ
る
鐘
楼
は
文
政
八
年

︵
一
八
二
五
）
に
建
て
ら
れ
、
鐘
も

こ
の
時
改
鋳
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
無

駄
安
留
記
が
書
か
れ
た
安
政
五
年

︵
一
八
五
八
）
の
頃
に
は
既
に
存
在
し

て
お
り
、
福
井
晩
鐘
の
鐘
の
音
は
、
こ
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○
報
告
書
作
成
に
関
し
て
参
照
し
た
主
な
文
献
一
覧

 　
　

﹃
鳥
取
県
の
地
名
﹄︵
平
凡
社
、
一
九
九
四
年
）

　
　﹃

稲
葉
民
談
記
﹄︵
上
・
下
巻　

徳
永
識
男
註
、
日
本
海
新
聞
社
、
一
九
五
八
年
）

﹃
因
幡
志
﹄︵﹃
因
伯
叢
書
﹄
三
巻
所
収
、
名
著
出
版
、
一
九
七
二
年
）

﹃
鳥
取
藩
史　

第
五
巻
﹄︵
鳥
取
県
、
一
九
七
一
年
）

﹃
鳥
取
県
史　

第
七
巻
﹄︵
鳥
取
県
、
一
九
七
三
年
）

﹃
新
修
鳥
取
市
史　

第
二
巻
﹄︵
鳥
取
市
、
一
九
八
八
年
）

﹃
鳥
取
県
文
化
観
光
事
典
﹄︵
鳥
取
県
文
化
観
光
局
文
化
振
興
課
、
二
〇
〇
二
年
）

﹃
贈
従
一
位
池
田
慶
徳
公
御
伝
記　

五
﹄︵
鳥
取
県
立
博
物
館
、
一
九
九
○
年
）

萩
谷　

朴
﹃
平
安
朝
歌
合
大
成
︵
増
補
新
訂
）
第
二
巻
﹄︵
同
朋
舎
出
版
、
一
九
九
五
年
）

司
馬
遼
太
郎
﹁
安
住
先
生
の
穴
﹂︵﹃
街
道
を
ゆ
く
27　

因
幡
・
伯
耆
の
み
ち
、
檮
原
街
道
﹄
朝

日
新
聞
社
、
二
○
○
五
年
）

西
條
静
夫
﹃
和
泉
式
部
伝
説
と
そ
の
古
跡　

下
巻　
︿
山
陽
・
紀
勢
・
陸
奥
編
﹀﹄︵
近
代
文
芸
社
、

一
九
九
二
年
）

﹃
柳
田
國
男
全
集　

六
﹄︵
筑
摩
書
房
、
一
九
九
七
年
）

の
寺
か
ら
聞
こ
え
た
可
能
性
が
高
い
と
思
わ
れ
る
。
直

接
現
地
へ
行
っ
て
み
た
が
、
少
し
山
を
登
っ
た
場
所
に

位
置
し
、
本
堂
前
か
ら
湖
山
池
が
眺
望
で
き
る
。
御
住

職
の
お
話
に
よ
る
と
、
夜
に
は
月
が
湖
山
池
に
写
る
と

い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。﹁
池
前
山
﹂
も
、
湖
山
池
と
の

密
接
な
結
び
つ
き
を
感
じ
さ
せ
る
山
号
で
あ
る
。
し
か

し
、
現
在
の
鐘
は
戦
後
新
た
に
鋳
造
さ
れ
た
も
の
で
、

残
念
な
が
ら
当
時
の
鐘
は
現
存
し
て
は
い
な
か
っ
た
。

　

ま
た
、
御
住
職
の
お
話
に
よ
る
と
、
こ
の
鐘
楼
の
装

飾
に
は
特
徴
が
あ
る
。
鐘
楼
の
裏
側
に
は
二
体
の
力
士

像
が
彫
刻
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
一
体
は
肩
に

よ
っ
て
屋
根
を
支
え
、
反
対
側
の
も
う
一
体
の
力
士
は

腕
に
よ
っ
て
屋
根
を
持
ち
上
げ
る
様
子
が
見
ら
れ
る
。

こ
れ
は
近
隣
の
寺
院
に
も
見
ら
れ
な
い
も
の
で
非
常
に

珍
し
い
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

︵
川
口　

勝
弘
）
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記
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の 2008 年 5 月 30 日（金）　岩室、徳尾

2008 年 7 月 11 日（金）　賀露
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地
域
文
化
調
査
発
表
会

【
開
催
日
】
２
０
０
９
年
１
月
24
日（
土
）

【
場　

所
】
と
り
ぎ
ん
文
化
会
館
第
一
会
議
室


